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日本藻類学会

日本藻類学会は 1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本

会は定期刊行物Phyco1ogica1Research (英文誌)を年4回， r藻類J(和文誌)を年3回刊行し，会員に無料で頒布
する。普通会員は本年度の年会費7，∞o円(学生は5，∞o円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，
賛助会員の会費は l口20，000円とする。

問い合わせ，連絡先:(庶務)干184東京都小金井市貫井北町4・1・l 東京学芸大学生物学教室 真山茂樹(百L0423・

29-7524 (FAX兼用).e-mai1 mayama@u-gakugei.ac.jp). 会計)干 108東京都港区港南4-5-7 東京水産大学藻類

学研究室 田中次郎(TEL&FAX03・5463・.0526，e-mai1 jtanaka@ωkyo・u-fish.ac.jp)，(入退会，住所変更，会費)干
690島根県松江市西川津町 1060島根大学教育学部生物 大谷修司(TEL0852-32-6306(FAX兼用)， e-mail 

ohtanish@edu.shimane-u.aι.jp) 

和文誌「藻類」への投稿:干060札幌市北区北10条西8丁目北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻堀口健

雄(百LOlト706・2738，FAX 011・746・1512，e-mai1 horig@bio.hokudai.ac.jp) 

英文誌Phvco1oe:i四1Rese肌 hへの投稿:干657神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学内海域機能教育研究センタ一

川井浩史(TEL078-803-0552， FAX 078・803-0488，e-mail kawai@kobe-u.ac.jp) 

1997・1998年役員 学会事務局の電話番号が変わりました:0423・29-7524

会 長:石川依久子(海洋バイオテクノロジー研究所)

庶務幹事:真山茂樹(東京学芸大学)

庶務幹事:大谷修司(島根大学)(会員事務担当)

庶務幹事:出井雅彦(文教大学)(渉外担当)

会計幹事:田中次郎(東京水産大学)

評議員有賀祐勝(東京水産大学)

中原紘之(京都大学)

藤田善彦(福井県立大学)

藤田雄二(長崎大学)

市村輝宜(北海道大学)

井上勲(筑波大学)

川口栄男(九州大学)

川井浩史(神戸大学)

前川行幸(三重大学)

和文誌編集委員会

委員長掘口健雄(北海道大学)

実行委員:鯵坂哲郎(京都大学)

藤田大介(富山県水産試験場)

飯間雅文(長崎大学)

出井雅彦(文教大学)

井上勲(筑波大学)

北山太樹(国立科学博物館)

峯一朗(高知大学)

村上明男(基礎生物学研究所)

南雲保(日本歯科大学)

佐藤輝夫(札幌清田高校)

増田道夫(北海道大学)

中野武登(広島大学)

野崎久義(東京大学)

奥田一雄(高知大学)

白岩善博(新潟大学)

月舘潤一(東北区水産研究所)

渡辺信(国立環境研究所)

吉崎誠(東邦大学)

委 員:藤田雄二(長崎大学)

堀輝三(筑波大学)

今井一郎(京都大学)

片岡博尚(東北大学)

大野正夫(高知大学)

岡崎恵視(東京学芸大学)

高村典子(国立環境研究所)

渡辺信(国立環境研究所)

横浜康継(筑波大学)



日本藻類学会第 22回大会のお知らせ

~下回 ・1998~ 

日本藻類学会第 22回大会を下記の通り開催いたします。ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。

1 日程

2.会場

1998年3月25日 (水):評議員会 ・編集委員会

3月26日 (木):口頭発表 ・総会懇親会展示発表

3月27日 (金):口頭発表

3月28日 (土):エクスカーション(磯採集 ・海中林観察).ワークショ ップ第 1Iヨ目

3月29日 (EI):ワークショップ第2日目

大会 ・懇親会.下回東急ホテル 〒415静岡県下回市 5-12 -1 TEL: 0558 -22 -2411 

3参加費用

大会参加l~'\' : 6，000円 (学生4，000円)，懇親会費 :8，000円 (学生 5，000円)

エクスカーション参加費 (2i自3日宿泊資込): 7，000円 (学生 5，000円)

ワークショップ参加賀 (3 i自4日宿泊費込): 10，000円 (学生のみ)

なお、 3月26日、 27日の下回東急ホテルでの昼食バイキング(各 2，000円、学生は 1，500円)の予約を受け

付けます。必要な方は参加申込票でお申し込みください。

4.参加および発表申し込み

(1) 大会参加者は発表の有無または共同発表者の有無に|拘わらず各自本誌綴じ込みの参加申込票に必要事項を記

入し，大会準備委員会宛にお送り下さい。

(2) 研究発表される方(演者のみ)は発表要旨の原稿を大会準備委員会宛にお送り下さい。口頭発表される方で

電子メールのアドレスをお持ちでない方は，返信用の宛名を書いた官製ハガキを同封して下さい。発表日時

をお知らせします(メールアドレスをお持ちの方には電子メールでお知らせします)。

(3) 大会参加費，懇親会費，昼食代は本誌綴じ込みの郵便振替用紙を使って送金して下さい。なおエクスカーショ

ンおよびワークショップ参加費は大会受け付けにてお支払い下さい。

(4) 参加申込票の送付および送金の締切は 1998年 l月10日 (必着)，発表要旨原稿送付の締切は l月20日 (必

着)です。

5.宛先

(1) 参加申込禁および発表要旨の送付先

干415静岡県下問市 5-10 -1 

筑波大学下回臨海笑験センタ一日本務類学会第 22回大会準備委員会

(2) 送金先

郵便振替口座 00160-0-410408 

日本務類学会第 22回大会準備委員会

6.評議委員会および編集委員会の開催

評議員会および編集委員会は，大会の前日に下|王|臨海笑験センターにて開催されます。大会の会場とは異なり

ますのでご注意下さい。

編集委員会・ 1998年3月25日(水) 15:00・16:30

評議員会 ・1998年 3月25日(水) 16・30-18:00 

会場 :筑波大学下回臨海実験センター

干 415静岡県下回市5-10・1 TEし 0558-22-6605(横波研究室直通)

0558-22-1317 (事務室 ・青木優和) FAX: 0558 -22 -0346 



7エクスカーション

下回臨海実験センター前のU'，¥ITIi'Pjにて磯採集および海小林観察を行います。

日程 ・3月27日(金) 18 1時下回|臨海実験センター宿泊練食堂へ集合

3月29日(日)11 1侍 j附放

磯採集 :東京教育大学理学昔11附属臨海実験所に 12年II¥J在籍された千原光雄先生に鍋旺i湾の磯を案内して

いただき、その後海藻おしば45:本を作製します。定1，¥10 t，。
海中林観察 :-FITII臨海実験センターJ[i紘貝の案内で、スノーケリングによ って鍋EI3湾内のアラメ ・カジメ群

落を観察します。スノーケリングJlJ共 -ウエットスーツ ・ウェイト等は貸出し可能。定員 10名。

8.ワーク ショップ(詳細は本誌205ページをご覧下さ い)

前川行幸念品彩(三重大 .~I三物資源) 村瀬昇(水産大学校 ・gミ物生産)・T'f木俊治](筑波大 ・ 下 Ll I Ih1I;if~:) の

指導で深場 -海':1-'林の生態をテーマとして行います。定以約 10名(学生のみ)。

日程 3J'J 27日 (金) 18 11寺下|日臨海実験センター柄引株食堂へ集合

3月301=1 (日)11 11寺 jfJ科技

9 その他の連絡先

(1 )日本藻類学会第22回大会準備委員長 横波康縫

〒4J5静岡県下田市5-10 -1 筑波大学下回臨海実験センター

TEL: 0558-22-6605 (直通)

e-mail: yokohama@kurofune.shimoda.tsukuba.ac.jp 

(2)日本5書類学会第22回大会準備委日 (庶務 ・会計) ガ木俊和

筑波大学下旧臨海実験センター

TEL: 0558-22・1317(事務室および青木) FAX: 0558・22-0346 

e-mail: aoki@kurofllne.shimoda.tsllkllba.ac.jp 

10.会場までの交通。1豆急下回駅下車，タクシーで約5分(約 800円)またはパス(石廊崎，下賀茂，イrl'木行)で約 10分鍋111口
(下111駅から 3つ目)下車。

11.宿泊案内

会場となる下回東急ホテルには大会参加者が格安料金で街ìl~1 できるようになっていますが，当ホテルをご利用

下さると，大会運営上も好都合です。 下日 1*急ホテルへの宿ìl~1のみについては大会準備委員会において受け付け

ます。宿泊料金などについては本誌綴じ込みの 『下回東急ホテル街ilJIj:t込緊』をご覧下さい。宿泊をご希望の方

は，桁泊申込票に必要事項をご記入の上，参加Fj:t込票等と共にお送り下さい。

なお， 他のホテルへの宿泊を希望される方は各ホテルへ直後予約を行って下さい。参考までに下IUili内の主要

ビジネスホテルおよび会場に近い旅館を下記に示します。

名称 ~u:i1t 料金(税込み) 朝食料金 会場までの交通

ビジネスホテル とんと: 0558231888 
シンクソレ 6，300 

850 タクシーで5分
ツイン 10，500 

ホテル ウラガ 0558236600 
シングル 7，000 タクシーで3分
ツイン 10，500 600/1，000 徒歩で10分

ホテル マルセイユ 0558238000 
シングル 7，875 

1，000 タクシーで5分
ツイン 16，800 

大iilliif 0558222076 
2食付 13，650 

徒歩で5分
1m食付 10，920 

下川海浜ホテル 0558222065 
2食付 15，750 

徒歩で5分
~ÿJ食付 12，600 

下111グランドホテル 0558221011 
2食付 13，650 

徒歩で10分
朝食付 10，920 



会場付近案内図



12発表形式

(1 )口頭発表

-一つの発表につき発表 12分，質疑応答3分です (1鈴 10分，2鈴 12分，3鈴 15分)。

.1決写スライ ドは35mm版を使用し，スライドの枠には l図のように演者氏名，発表番号(大会プログラム参

!~現 ) ，スライド総枚数， 1決写}11買序，手前上を示す赤マークを記入して下さい。

・繰り返し映写するスライドは必要回数分用!1、して下さい。

.0田 の使用も司能です。

4 
90 cm 

ー:

ケム:(~;)nuJ}5cm 
映写順序一"11/10 骨一赤マーク

( 10枚のうち1枚目)

日 180cm 

発表番号一骨 I35 吉田松陰同一氏名

図1使用スライド記入例

図2展示パネル説明図

(2)展示発表

・展示パネルの大きさは，基本1:19に縦 180cm，横 90cmを原則とします。

・展示パネルの上音11には図 2のように発表番号，表題，氏名(所属)を明記して下さい。

-研究目的， 実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔にまとめた文誌をつけて下さい。また，写瓦や1!i{1表には

簡単な説明文を添付して下さい。

-文字や図表の大きさは，少し出11.れた場所からでも判読できるように調整して下さい。

-展示発表の会場は， A会場と B会場との聞のスペース (懇親会場の一部)となる予定です。

3月26日161時頃までに所定の場所に掲示して下さい。また， 3月27日17r時までに撤収して下さい。発表者

による説明の1時間帯は懇親会開始 1r時間後頃からを予定しています。

13.発表要旨原稿の作成要領

-原稿はワープロを使用し，黒字で明瞭に印刷して下さい。

-原稿は B5用紙を用い，縦 150mm，横 100mmの範囲内に収まるように作成して下さい。外枠はっけないで下

さい。

'1行目は左から 12.6mm空けてから斡き始めて下さい(この空白部分に発表番号が入ります)0

・演者名，演題，本文，所属の!順に{I下いて下さい。

-共著の場合はi9r者の前にOをつけて下さい。また，所属が異なるときは各著者名の後に諒印を付し，所属の項
目でそれらを区別して下さい。



-和文原稿の場合，句読点はf，J(コンマ)と roJを使用して下さい0
.学名iはイタリックで表示するか下線を付して下さい。

-所属は( )でくくり ，枠内の最下段に位置するように書いて下さい。

原稿はそのまま約 2/3に縮小されオフセット印刷されます。縮小後も十分に判読できるように配慮して下さい。

また，原稿は折り曲げずに台紙を入れて郵送して下さい。なお，著者校正はありません。

要旨原稿の見本

発表番号が入ります。空白にして下さい(約 12.6mm)。

:i::~~i: (?Ii::::::: 0秋野秀樹牢 倉島彰本本 前川行幸料:
力ジメの配偶体の光合成活性に影響 を与える環境

要因について

力ジメ Eckloniacavaの配偶体の光合成活性に

影響 を与えると考える環境要因としては，光強

度 ・温度 ・

-は胞子体に比べはるかに弱光

および高温の環境下で生育できるものと考えられ

るが，詳細についてはさらなる検討を要する O

(本筑波大・下回臨海、 本本三重大 ・生物資源)

ト咽‘ 100 mm  ~ 

150mm 



日本藻類学会第 22回大会参加申込票
!後型番号・

(フリガナ)

氏名:

連絡先住所 :

電話または FAX番号:(電話)

屯子メールのアドレス:

参加形態 (番号をOで阻んで下さい)

所属 :

(FAX) 

発表番号・

研 究 発 表 :1. iii:i者として発表する 2.共著者として発表する 3発表しない

懇 親 会 :1参加する 2参加しない

エクスカーション l磯採集に参加する 2.海中林観察に参加する 3.参加しない

エクスカーションの定員はそれぞれ 10名で先着順ですので、参加の可否は後程お知らせします。

ワークショップについては別途おqlし込みください(本誌**ページ参照)。

送金内訳(該当の番号をOで阻み，送金合計を算出して下さい。エクスカーションおよびワークショップの参

加費は大会受け付けにてお支払い下さい)

1.大会参力[隙 6，000円 (学生4，000円)

2懇親会費 8，000円(学生 5，000円)

3昼食(バイキング) 1人2，000P-J (学生 1，500円)昼休みは 21時I'M]を予定しています。

26日 一般入 学生人 円

27日 一般入 学生人 円

送金合計額 円

以下は研究発表について演者のみ記入して下さい(番号が付いているものは該当する番号をOで囲んで下さ

い)02つ以上研究発表される方は この申込禁をコピーして追加して下さい。

発表形式口頭発表 2展示発表

研究材料淡水深 2.海産泌 3.その他

研究分野分類 額分化， 2.生態，3解剖-形態， 4.紺111包・ 細胞内小器官，5.逃伝，6分子生物，

7発生 ・分化， 8 生長生~lL 9光合成，10生体物質， 11代謝酵素， 12.その他

ilri 題:

発表者氏名(所属) (共著者がいる場合は演者の左肩にOを付けて下さい): 

1:1:1込禁は下記宛に 1998年 1月10日 (必着)までに送付して下さい。

(・整理番号，発表番J考は大会準備委只会で記入します。)

〒415 静岡県下回Tli5 -10 -1 

筑波大学下回臨海実験センター

日本線類学会第221m大会準備委只会



下回東急ホテル宿泊申込票

大会が開催される下1JJm:;;;.'、ホテルへの宿泊を希望される方は表 lを参!!日され，表 2の記入例にならって表 3

の申込内訳を完成して下さい。なお，ツイン(定μ2名)， トリプル(定員 3名)，フォース(定員 4i"，)につ

いては，各室の定員と同数のグループを作られ，代表の方がおIfl込み下さい。もしご希望の部屋の定員にメンバー

が満たない形でお申込みの場合は，準備委員会で調捻し，同窓のブJを決めさせていただきます。

表 1各室の料金 (1泊朝食付司税・サービス料込、 1名あたり)

シングルルーム 11，700円目トリプルルーム 7，500円

ツインlレーム 8，550円目フォースルーム 5，400円

表 2 記入例

宿泊日 室 代表者名 1，，1室者名

3月25日 シングル 前川行幸

3月251:1 トリプル 前川行幸 芹沢虫[JU:i':i A川 1;司，令f，¥ノノ

3月25EI フォース 前川行幸 芹沢虫[J比古 tf 一r司~r fr-令!I~ノノ 秋野秀樹

表 3.申込内訳

宿泊日 EiA ス- 代表者名 同室者名

3月2S日

3月26日

3月27日

備考 (ご希望など)





藻類 Jpn.1.Phycol. (Sorui) 45:157-162， March 10， 1997 

海洋生物におよぼす紫外線の影響 2.紫外線が潮間帯産海藻の

光合成および紫外線吸収物質放出に与える影響

矢部和夫1・牧野 愛2・鈴木 稔2

1北海道東海大学工学部海洋開発工学科(005札幌市南区南沢5条 1丁目 1・1)

2~ヒi毎道大学大学院地球環境科学研究科物質環境科学専攻(060札幌市北区北 10 条西 5 丁目)

K. Yabe， M. Makino and M. Suzuki:The influence of ultraviolet irradiation on marine organisms. 2. Effect of UV -A， 

B irradiation on photosyn出esisand secretion of UV -absorbing substanc.三inseveral intertidal algae. Jpn. J. Phycol 
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太陽からの紫外線放射中のUV-Bは成層圏オゾンの

減少に伴って増加しつつあることが明にされ(竹下

1994)，海洋生物に対する紫外線の影響と海洋生物が含

有する紫外線吸収物質についての研究は1990年頃から

盛んになされるようになったが(Carrotoei a1. 1990， 

Karentz et a1. 1991)，それよりかなり以前に，紫外部

320岬360nmに吸収極大を有する物質が紅藻類に含有さ

れることを辻野・斉藤(1961)は見いだしており，さら

に紅藻 Chondrusyendoi (エゾツノマタ)から palythine

(加ax320 nm)， shinorine (lmax 330-333 nm)， Neorhodome1a 

aculeata (フジマツモ)， Porphyra yezoensis (スサピノリ)

から porphyra-334(lmax 333-334 nm)さらにPa1maria

paJmata (ダルス)からus吋irene(lmax 360 nm)がそれぞれ

単離されている(Tsujinoet a1. 1978， 1980， 1986， Takano 

et a1. 1979，矢部ら 1981)。一方サンゴおよび藍藻に含

有される紫外線吸収物質は生体防御物質として機能し

ていることが柴田(1969)によって，また Porphyra

yezoensis (スサピノリ)に含有される紫外線吸収物質は

光合成回路における物質交代を調整する機能あるいは

紫外線を光合成有効波長域の可視光に変換する機能を

有することがSivalingamet a1. (1976)によって報告され

ている。さらにSivaling叩 eta1. (1990)は成層圏オゾン

の減少に伴うと考えられる海藻の紫外線吸収物質含有

量の増加が認められること，またMaegawaet a1. (1993) 

は紅藻類について浅所に生育するものほど多量の紫外

線吸収物質を含有することを報告している。

筆者らは太陽からの紫外線が沿岸の海藻類に与える

影響について調べているが，まず人工光源、を用いてホ

ソメコンブ配偶体の成長に対する紫外線特にUV-Bの

影響を調べた結果を報告した(矢部ら 1996)。本研究で

は， 22種の海藻について紫外線照射の光合成活性に対

する影響を調べた。また紅藻類では紫外線による光合

成阻害の程度に相関する紫外線吸収物質の海水中への

放出も認められたので併せて報告する。

材料と方法

実験材料

実験に用いた海藻は緑藻2種，褐藻2種，および紅
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Table 1 Effect of repeated irradiations of UV-A， B (35OJm-2 in 

1hr.) on photosynthetic activity of seaweeds. 

Photosyn由eticactivity (%) 

AIgal sμcics A∞um'叫a也dUV inadiation 
time(hours) 

2 

α宜..oROPHYCEAE
Enleromorpha in制的国lis 150 150 
U/va戸 F血sa 83 50 

PHA政)PHYCEAE
Laminar祖religiosa 25 。
Dictyop~ris divarica師 88 % 

RHODOPHYCEAE 
Nemal白nvermilロ血re 125 l∞ 
Corallina pilul検問 125 81 
Dumonl臼s向iplex 128 157 
Neodilsea yendoana 52 40 
Carpopell前 prolifera 140 1∞ 
Gr，出e/O.伊白div，町 ica臼 85 69 
Gratew叩回filc刷 宮7 121 
Gratewupia脳同胞団 118 72 
Chondrus nipponic山 44 22 
Chondrus ocel/a血S 81 54 
Chondrus yendoi 75 50 
MtJ1.J.IJI!lIa japonica 81 50 
M副知国中国pαciJ暗C凶 32 29 
Paln回F白戸か国師 78 67 
Chomp血 porv山 81 64 
Neorh訓wme/aacu/e，剖a l∞ 120 
Chondr師cra四 caulis l∞ 137 
伽 1phYOC/adi回知山cu/a 75 25 

藻18t重となった (Table1).それらは 1994年6月， 1995 

年9月， 1996年6月， 7月および8月に小樽市祝津海岸

で， 1995年6月および1996年5月忍路海岸で， 1996年

Tab1e 2 Wavelength of absorption maxium and optical density (OD) 

at出eabsorption maxium in 10 ml extract仕om0.1 g wet algal sample 

Since no absorption maxium was found around 320 nm in samples of 

green and brown algae， OD was measured at 320 nm in them 

Absorption ODin 

AI凶 species maJ(lma I伽nllO.lg
(nm) wet weight 

α包ρROPHYCEAE
Enteromorp~ in的 tinaIis 0.196・
Ulvaper血sa O.α)()* 

PHAEOPHYCEAE 
Laminaria religiosa 0.041* 

Dic砂opte丙sdivarica細 0.1~・

RHODOPHYCFAE 
Nemalion vermiculare 333 0.525 

Corallina pilul.俳ra 330 0.917 

Dw即 n血 simplex 334 0.375 

Neodilsea yendo四回 330 1.717 

Carpopeltis prolifera 335 1.230 
Gratelm伊iadivaricata 326 1.018 

Gratelm伊iafilcina 330 0.757 

Grateloupia加問削ru 320 1.290 
Chondrus nipponic山 325 0.630 
Chondrus ocella加 326 0.2η 

Cho崎山間doi 325 0.490 

Maa.aella japonica 333 3.430 
M由加carpus戸JCI)暗C凶 322 0.258 

Palmaria paln個師 340 O.絞;0

Champiaparν'u[a 333 0.801 
Neorhodomela aculeata 333 0.854 

Chondria crassicaulis 327 0.529 
Symphyocladia lat叫 cula 330 1.832 

*8t32伽m

7月に岩内盃海岸で採集し，いずれの場合も大量の海 設置して照射を行った。この条件では1時間当たりの

水の入ったコンテナーに入れ， 1 -3時間以内に実験室 DUV(Damaging UV)の量は約 350Jm♀となる。

に持ち帰り， 10'Cの恒温室において通気状態の滅菌海

水中に保ち， 2 -3時間以内に実験に供した。 光合成活性量の測定

差働式検容計の一種である改良型プロダクトメー

藻体の紫外線吸収物質含量の測定 ター(横浜等1986)を使用し，各々の海藻の葉片につい

付着した海水を拭き去った新鮮な葉片 0.5gを約 5 て純光合成速度および呼吸量を測定した。葉片は湿重

mlの60%エタノールとともに揺潰し， 10，000 rpmで 量が0.5gになるようにそれぞれの海藻の藻体から打ち

20分間遠心分離した後，上澄み液に 60%エタノール 抜きあるいは切り取って，容積約 30mlの反応容器に

を加え，液量が試料の湿重量0.1gあたり IOmlになる 約 10mlの波過海水とともに入れ，約 10mlの液過海

ようにし， 200-400 nm聞の吸光度を目立U-3210型 水のみを入れた対照容器とともに反応容器をプロダク

5pectrophotometerで測定した。 トメータ一本体に接続して恒温水槽内に固定し，反応

容器の下方から80m mol m-2 5-1の白色光を照射しなが

紫外線照射 ら約30分間振とうして，葉片を光馴化させた。その後，

藻体が滅菌海水中に完全に浸る状態に保って紫外線 反応容器のみをとりはずし， i慮過海水を入れ換え，再

照射を行ったが，滅菌海水の量はいずれの場合も藻体 度プロダク トメーターに接続して恒温水槽内に固定

の湿重量0.5gあたり IOmlとなるようにした。光源と し， 80 m mol m-2 S-1の白色光を照射しながら温度平衡

してはToshiba健康線ランプ(FL-20E)1本および白色蛍 のための10分間の振とうを行った後，光照射と振とう

光灯2本を用い，こららを試料の直上20cmの位置に を継続したまま，葉片から発生する酸素量の測定を3-
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Table 3 SeCI叫onofUV・absorbingsubstance from 0.5 g wert aIgal回mplein 10 ml seawater induced by repeated UV・A.B irradiation (350Jm・

2泊 Ihrふ

海洋生物におよぽす紫外線の影響

OD at max. around 320 nm in 10m1/0.5g wet weight 
Afωrew:危irradiati叩 12hafter 
2nd 3rd 3rdi町叫iati佃

Blank 
1st 

Algal species 

αfi.OROPHYCEAE 
Enteromorpl加 intes幼叫is
Ulva戸'rtusa

PHAEOPHYCEAE 
l.am初ariareligiosa 
Dictyopteris divaricaJa 
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n
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u
n
u
n
u
A
U
 

0.044 0.016 

0.239 

o.侶6
0.043 
0.018 

0.011 

RHOOOPHYCEAE 
Nemalion verm蜘 lme
CoralUnap.駒山駒'a
Dw脱)ntiasimplex 
N仰 uueayendoana 
Carp伊似spro険m
Grateloupia divaricata 
Grat留め叩由'ljilc加a
Gratelo.叩'ia似ruturu
C加叫usnippω前町
Cht.万rdrusoc，宮崎U附
αa曲賞S戸似品目i
ルfazzaella兵脚'nica
Mas.陥沼中'US戸町伊αIS
Pa伽ral唱apalma陶
Ch側 'Piaparvu/a 
飾'orhodome/aacu蜘飽
Cho.崎唱acrassicau倫
勾""p勾町bぬ加加四/a

- nopeak釘ound320nrn

行った。 3回目の照射終了後に漣過海水を交換し.10

℃の暗所に 12時聞置いてから，海水の吸光度測定を

行った。なお同一種の試料を鴻過海水に浸して1O'Cの

暗所に置き.17時間後に海水の吸光度測定を行い，得

られた値をプランクとした。

結果

Table 1は22種の海藻について葉片の光合成活性に

対する紫外線照射の影響を調べた結果を示したもので

ある。各試料に対するDUV量にして約35OJm.2となる

1時間の紫外線照射を2回行い，照射前の純光合成速度

に対する 1回目の照射後および2回目の照射後の値の

比を求めた。Table1の左欄に前者，右欄に後者を示し

たが.22穫中12種目va戸rtusa(アナアオサ).Laminaria 

religiosa (ホソメコンプ).Neodilsea yendoana (アカパ).

Grateloupia divaricata (カタノリ).αondrusnippinicus (マ
ルパツノマタ).c. ocellatus (ツノマタ).C.yendoi (エ

5分ごとに行った。測定を20・30分間にわたって行い，

その結果から求められた酸素発生速度を純光合成速度

とした。

第1回目の測定終了後，業片に 1時間にわたって

DUV値約350Jm.2の紫外線を照射し，その直後に第1

固と同じ条件での純光合成速度の測定を行った。第2

回目の測定終了後，再び上記と同様の紫外線照射を行

い，その直後に第3回目の純光合成速度の測定を行っ

た。

藻体からの紫外線吸収物質放出量の測定

0.5 gの試料を IOmlの漉過海水に浸し，市販のポ

リ塩化ピニリデンシートで覆い，恒温室で1O'Cに保ち

ながら DUV量にして約350Jm・2となる 1時間の紫外

線照射を1時間の暗期をはさみながら3回繰り返し，各

照射期の直後に試料の浸っている海水を3mlずつ採取

し.320 nm付近の吸収極大における吸光度の測定を
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1時間の紫外線照射を1時間の暗期をはさみながら3回

繰り返し，各照射直後の海水および最終照射直後に交

換して 12時間経過後採取した海水について320nm付

近の吸収極大における吸光度を測定したが， Table3は

その結果である。緑藻と褐藻の藻体が浸った海水中に

は3回の紫外線照射後にも紫外線吸収物質は見出せな

かったが，紅藻ではNema1ionvermicula官(ウミゾウメ

ン)とNeorhodomelaaculeata (フジマツモ)を除く 16種で

紫外線照射によって藻体の浸った海水中の紫外線吸収

物質の濃度が増加したものと判断できる結果が得られ

た。緑藻，褐藻および紅藻の 1種づつについて各照射

直後採取した議過海水の紫外部吸収スペクトルを調べ

た結果をFig.lに示したが，紅藻のChondrusyenndoi 

(エゾツノマタ)の場合のみ， 325nmに明瞭な吸収極大

が認められた。 Nema1ionvermiculare (ウミゾウメン)と

Neorhodomela aculeata (フジマツモ)を除く 16種の紅藻

でも320nm付近に明瞭な吸収極大が認められたため，

本研究に用いた海藻のうち，紅藻のほとんどが紫外線

の被爆によって紫外線吸収物質を分泌したとみなすこ

とができる。

考察

近年成層圏オゾン層の減少が観測され，それに起因

する紫外線特にUV-Bの生物への影響が懸念されるよ

うになった。海域では干潮時に直接太陽光に曝される

潮間帯の生物がとくに紫外線量増加の影響を受けやす

いと言えるが，前報では褐藻L.religiosa (ホソメコン

ブ)配偶体の初期発生が0.7KJm-2のDUV(札幌の 1994

ゾツノマタ)， Mazzaellajaponicum (アカバギンナンソ

ウ)， Mastocapus pacificus (イボノリ)， Pa1maria pa1mata 

(ダルス)， Champia parvula (ワツナギソウ)， 

Symphyocladia latiuscula (イソムラサキ)では1回目およ

び2回目の照射がともに光合成活性を減ずるように作

用したしたことがわかる。その作用はとくに褐藻のL.

religilω:a(ホソメコンプ)では著しく，純光合成速度が1

回目の照射で25%へと減少し，さらに2回目の照射で

完全に失われた。しかし， 22穫中の残りの10種では紫

外線照射によって光合成活性が減じたとは判定でき

ず，それらの内数種では照射後純光合成速度が増した

とみなされなければならない結果が得られた。

Table2は22穫の海藻の生藻体の60%エタノール抽

出液の320nm付近の吸収極大の波長と生藻体0.1gあ

たりの液量を IOmlとした場合の吸収極大における吸

光度とを示したものであるが，緑藻および褐藻のそれ

ぞれ2種では320nm付近に吸収極大が認められなかっ

たので，吸光度は320nmにおいて測定した。本研究に

用いた緑藻2種および褐藻2種の抽出液には320nm付

近に明瞭な吸収極大が認められないうえ， 320nmにお

ける吸光度もすべて0.2以下であったのに対し，紅藻

の18種ではすべて320nm付近の吸収極大が明瞭であ

り，吸収極大における吸光度は， 6種で約0.3・0.5とや

や小であったが，他の種では1.0前後あるいはそれ以

上でありMazzaellajaponica (アカパギンナンソウ)では

3.43という高い値が得られた。

さらに22種の海藻の生事長体0.5gをIOmlの櫨過海

水に浸し， 10'(;に保ちながら DUV約350Jm-2となる
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年7月における日積算DUV量の平均値)に相当する紫

外線照射で約70%の阻害を受けることが明かとなり，

今後のオゾン層減少が沿岸生態系に与える影響はかな

り深刻なものとなることが懸念される。

本研究では0.7KJ m・2のDUV照射が潮間帯に生育す

る海藻の光合成活性に与える影響を知るため，葉片に対

する 350Jm-2のDUV照射を 1時間の暗期をはさんで2

回行ったが， 2回の照射で緑藻2穫のうち Ulvapertus昌

(アナアオサ)が50%の阻害を受け，褐藻2種のうちで

はL.religiosa (ホソメコンブ)の光合成活性は完全に失

われ，また紅藻でも 18種中 10種でかなりの阻害的影

響を受けたため札幌の夏の平均的な日積算DUV量に

相当する紫外線量の照射によって，試験した潮間帯の

海藻の半数以上が光合成活性に阻害的影響を受けたと

言える。

一方藻体に含まれる紫外線吸収物質は，紅藻 18種

すべてについて， 60%メタノールで抽出され320nm付

近に吸収極大を有する物質であることが明かとなった

が，緑藻と褐藻ではそのような物質は検出されなかっ

た。また紅藻のほとんどが紫外線の被爆によって紫外

線吸収物質を放出するようになることを示す結果を得

た。その放出量が紫外線照射によって光合成活性に大

きな阻害を受けた種でとくに多くなるという傾向がみ

られたため，紫外線照射による紫外線吸収物質放出と

光合成阻害との聞には相関関係の存在する可能性もあ

るが，光合成に全く阻害を受けなかった Carpopeltis

prolifera (コメノリ)がとくに多量の紫外線吸収物質を放

出したと言う結果も得られたので，今後より多くの種

について実験する必要がある。

紫外線の被爆による藻体からの紫外線吸収物質の放

出が生態系内に共存する他種の生物の紫外線被爆最を

減ずるという効果も期待できるが，現場の海水中での

紫外線吸収物質の分布や濃度に関する調査が今後の課

題として残されている。
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In prev旧usc1assilicatIon， Sylletlra has a great number of species whici11ive in marine， brackish and frcshwaler， and 

difrer f10m Fragilaria in a manner of co10ny formation. Williams (1986) has shown lhc co10ny formation is nOl a1ways 

IInpo口amas a definilion of gcnus， and Williams & Round (1 986b) have rcdi日ncdSyl1edra as a freshwaler spccics 

hence they have recoginized five new generic taxa -CatacomJx止め'alos)'l1edra，Tablllaria， Ctel1ophora and Neos}nedra・111

lhe brackish and marine species of old Syl1edra. In this paper， we imroduce thc new generic divisions based on an 

examination of Japanese materials by scanning e1ect1On mic1Oscopy 
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Japan 

珪藻の分類は殻の光学顕微鏡的特徴，例えば，外形・

粂線の配列様式 ・10μm中の条線数 点紋数 ・中心域

や取hj或の形 ・縦携の形状等を基本に行われきた。しか

し，近年走査電子顕微鏡が一般化し，微細構造に関す

る情報が簡単に得られるようになった。そのため，光

顕時代とは異なる新たな形質での分類が可能となり ，

従来の分類基準の見直しが盛んになってきた。

こうした流れの中で，新たな情報を整理し珪藻全体

の体系の見直しを行こなったのが Roundel ilJ. (1990)で

あった。その著書 "thediatoms"の"1:0で彼等が提唱した

分類体系は，特に上位の各階級(綱， ~I~綱，目，:rßi:目，

科)に多数の新分類群が設立され，従来のものとは大

きく異なるものとなった。また，取り扱った254属全

てを，走査21L顕観察を基に解説したのも大きな特徴で

ある。この 254属の中には，その著t!i:の中で新たに記

載した 17属を含め，彼等が記載した 34の新属が含ま

れている。さらに， 1980年以降に他の研究者によって

設立された20以上の新属や，いくつかの新組み合わせ

が含まれている。こうした属 レベルで、の新設や新組み

合わせは，当然のことながら種名の変更であり ，我々

の研究にも直接関わる問題である。そこで，彼等の新

属 ・新組み合わせを中心に，最近変更のあった属につ

いて，本手11の試ギ|を斥lいた走査電顕観察をもとに紹介

する。

今回は無縦fll~羽状珪藻のSynedra 属(狭義の)とその

近縁の 5属について紹介する。本稿は一昨年本誌で紹

介した Fragirellia属 (出井・ 南雲 1995)に続くもので，

両者は深く関わり合いのある属である。まず，Synedra 

属とFragiralia}，?:，についての分類学的問題を整理してか

ら本題に入りたい。

従来の分類では，納長い針状の外形をもっこの 2属

は，淡水・海水を問わず，主に群体の形によ って区別

された。比較的小型で，殻面で結合し帯状群体を作る

ものをFragirellia属に，比較的大型で帯状群体を作らず

単独(または殻状群体)で生育するものをSynedril属に

分類した。しかし，群体形以外の識別点が少なく，酸

処理後の殻の形態を基本とする分類では，f洋体の形も

'I'IJらず，同属を区別するこは容易ではなかった。その

ため，この 2属の分類基準に対して多くの議論がなさ

れてきた (Patrick& Reimer 1966， Round 1979， 1984， 
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表 1. Synedra属とその近縁属との￥比較

属名

タイプ稜

(Basionym) 

生活形

生育地

葉緑体

外形

軸域

(sternum) 

条線

胞紋

apical po陀

field 

唇状突起

plaques 

殻帯

接殻帯片

(valvocopula) 

組み替えられた

分類群(旧名)

Synedra 

S. ulna 

単独・叢状群体

淡水付着

2枚板状(帝国)

線状

狭い(中央で無いか

不明瞭)

単列.27IJ
殻套まで連続

円形・楕円形

単純なcribra

ocellulimbus 

(時に2本の短い

角突起)

両殻端に l個ずつ

あり

閉鎖型 l列胞紋

I列胞紋

縁に波状鋸歯

出井・南雲

αenophora 
C. pulchella 

(Synedra pulchella) 

単独

汽水~淡水付着

2枚板状

線状~線状皮針形

狭い中心域(績格)明敏で

無紋

単列

楕円-四角形

複雑なcribra

ocellulimbus 

多数の小孔列

両殻端に l個ずつ

あり

開放型 l列胞紋?

胞紋列なし

S. pulchella 

Neosynedra 

N. provincialis 

(Synedra provincialis) 

単独

海水着植

2枚(帯面)

線状

不明瞭

単列

殻套まで連続

楕円形・四角形

cribraあり

縦スリッ卜列

ocellulimbus型ではない

両殻端に 11閤ずつ

なし?

開放型 4枚 (-6枚)

全てに2列胞紋

2列胞紋

S. provincialis 

S. provincialis 

var. tJ百/05a

Lange-Bertalot 1980， Poulin et a1. 1986)。その結果，そ

の分類学的処置をめぐってふたつの大きな流れが生じ

た。 Lange-Bertalot(1980)は，ふたつを分ける基準が暖

昧であるとして，丹agiralia属ひとつにまとめた。それ

に対し， WilIiams (1986)とWiI1iams& Round (1986， 

1987， 1988a)は，その生育地や多くの微細構造的形質

に着目し，Fragiralia属とSynedra属の範騰を限定し，狭

義のFragiralia属と狭義のSynedra属としてこの2属を

残し，同時にいくつもの新属と新組み合わせを行っ

た。前回はその内の Fragiralia属(狭義の)と，旧

Fragilaria属から派生した5属を中心に紹介したが，今

回は Synedra属(狭義の)とl日Synedra属から派生した

5属を， WiIIiams & Round (1986)の分類に従って紹介

する。表 lに示したように，前回とほぼ同様な生態的

形質と微細構造的形質を，Synedra属(狭義の)とその

近縁属の分類にも適用している。これらの属の識別に
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Tabularia Catacombas Hyalosynedra 

T. barbatula C. gaillonii H. laevigata 

(Synedra barbatula) (Navicula gailloniI) (Synedra laeviga臼}

単独 単独 単独

海水~汽水着植・着砂 海水着植(海藻) 海水着植

2枚 多数小円盤状 不明

線状~線状皮針形 線状 線状

非常に広い 狭い広い 狭い

2列か2つの大きな 長胞 単列，長胞

胞紋 殻肩で不連続 殻套まで連続

丸 (2列)か大きな楕円 外:複雑なcribra 外:小孔

形で小肋をもっcribra 内:殻套部に楕円形 内:殻函と殻套部の

ocellulimbus 

片側に l個のみ(?)

stemum上

あり・なし

開放型

少なくとも 3枚

胞紋列なし(但し他の

帯片には l列胞紋)

S. barbatula 

S. investiens 

S. tabulata 

S. parva 

の開口

ocellulimbus 

両殻端に11閲ずつ
最後の条線に接する

なし

開放型 4枚

胞紋列なし

胞紋列なし

S. camtschatica 

も微細構造的形質が重要であり，表中の太字で示した

部分がその識別形質に当たる。

前回取り上げた Fragiralia属(狭義の)及びその近縁

属は.Martyana属のみが海産で.Fragiralia属(狭義の)

を含む他の6属は全て淡水産であったが，今回紹介す

る属は.Synedra属(狭義の)のみが淡水で，他の

Ctenophora属.Neosynedra属.Tabularia属.Catacombas 

属.Hyalosynedra属は汽水または海産の属である。

境に丸い関口

ocellulimbus 

両被端に11国ずつ
殻端の無紋域に接する

なし

開放型胞紋列なし

S. laevigata 

Catacombas属とNeosynedra属については，筆者等の試

料中からに見い出せず，写真なしの解説となってし

まった。この2属については WilIiams& Round (1986) 

とRoundet a1. (1990)の写真をご参照願いたい。尚，以

下の文章中では特にことわりのない限り .Fragiralia属

とSynedra属という名称、は，再定義された狭義の意味

で用いている。各属の特徴は以下のようである。
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Figs 1-7. Lighll11icrographs. Fig. 1，2. Synedm lIlml (Nilzsch) Ehr. Figs 3，4. Ctenophom plllchcllil (Ralrs ex Klilz.) Willial11s & ROllnd. Figs 

S， 6. T!lblll:lria f:ISCiClll!l'!I (Ag.) Willial11s & ROllnd. Fig. 7. Hyalosynedm laevig!lla (Grun.) Willial11s & Round. Scale bar = 10μ111 
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Synedra Ehrenberg (Figs 1， 2， 8-14) 

先にも述べたが， Round et a1. (1990)の著書"the

diatoms"の中で扱われた 254属のうち，近年彼らが新

属・新組み合わせをとしたもの多くは，この旧 Synedra

属と18Fragiralia属から独立したものである。前回紹介

したように Fragira1ia属は，淡水に出現し，殻形が線

(針)状から楕円形で，殻面と殻套の境にある連結針に

よって帯状(糸状)群体を作り，両殻端に apicalpore 

field，片側に 1個の唇状突起を持つもに限定され，連

結針によって群体を作るものでも，唇状突起を持たな

いものは別属とされた (Williams& Round 1987)。一方，

帯状(糸状)群体を作らず，一般に他の水生植物などに

付着し，淡水から海水まで出現し，細長い針状の外形

を持つ旧 Synedra属も，胞紋構造・唇状突起.apical 

pore fieldの有無などから，幾つかのグループに分かれ

ることが示唆されていた (Round1979)。そして，さら

に多くの種類の電顕観察を基に，旧 Synedra属の再検

討を行なった。その結果，微細構造の点で異なるいく

つも集団が含まれていると考え，Synedra属の範囲を限

定するとともに，それに含まれない集団を新属や新組

み合わせ属として分離し，それらの系統関係の解析し

た(Williams1986， Williams & Round 1986， 1988)。

再定義されたSynedra属の特徴を簡単に言えば，旧

Synedra属の中で，淡水に出現し，唇状突起が両殻端に

l個ずつ(計2個)あり，閉鎖型の殻帯を持つもものと

なるが，細部にわたる特徴は以下のようである。

細胞は針状で，単独か植物などにその一端で粘質に

よって付着し叢状群体を作る。ごく希に殻面同士で結

合することもある (S.ungeriana)。葉緑体は普通2枚の

板状で，帯商側に位置すが，状態の悪い細胞では多数

の円盤状になることがある。淡水に分布する。

殻は線状で，頭状の殻端を持つものや，中央部で太

くなるものもある。条線は狭い軸域に対して直交する

が，中心域では無かったり，不明瞭になることがある

(Figs.8， 9)。また，条線は軸域を挟んで互いに向かい

合いように配置し，殻端近くでは欠落(不揃い)をも

っ。これに対し丹-agiraJia属では，向かい合う条線が

交互に配列する (Round1991)0 条線は単純な円形また

は楕円形の単列または 2列の胞紋からなり，殻面か

ら殻套まで連続する。しかし，殻面と殻套の境(以後

「殻肩jと呼ぶ)で条線が一見不連続のように見える

が，内面から見ると連続していることがわかる (Figs

9，14)。胞紋は外側がフラップ(ばしば取れてしまう)で

塞がれ，内側に閉口する (Figs10， 12)。両殻端には

ocellulimbus (ocellus :小孔とlimbus:殻套を合わせた造

語Williams1986)があり，規則的かつ密に配列する小

干しからなる (Fig.10)。時に ocellulimbusの上(殻商側)

に短い角突起がある。唇状突起は殻端に l個ずつあり

(Fig.ll矢印)，外側はスリット状に閉口する (Fig.1O矢

印)。殻套の縁にはFragira1ia属などで見られれるプ

ラーク (plaque)がある (Fig.13小矢印)。殻帯片は細く，

全てが完全な閉鎖環で， 1列の胞紋をもっ (Figs14小

矢印)。接殻帯片 (va1vocopula)の殻側の縁には波状の鋸

歯があり，それらは横走肋骨(開条線)の上に被さる。

筆者の観察では，殻帯を構成する殻帯片の中で殻

から最も離れた位置にある pleuraに， 2列の胞紋が見

られた (Figs13大矢印， 14大矢印)。殻帯の観察はこれ

までも不完全な場合が多く，今後もこのような例が出

てくると恩われる。

Ctenophora (Grunow) Williams & Round (Figs 3， 

4，15・20)

この属は SynedrapulcheJJa Ralfs ex Kutzingをタイプ

種として， Williams & Round (1986)によって設立され

た。 Ctenophoraという属名は Grunowが従来の

Synedra属のひとつのグループ(亜属)に対して初めて

用いた名称、で，それを彼らがランクを上げて使用した

もので，命名規約上の nov.stat.にあたる。

細胞は細長く，粘質によって基物に付着し群生す

る。 2枚の板状の葉緑体をもっ。主に汽水に生育する

が，淡水にも希に出現する。

殻は線状か線状皮針形で，やや頭状か丸い殻端をも

っ。条線は単列胞紋からなる。胞紋は四角または楕円

形で，複雑な樹状の師板(cribra)によって閉塞される

(Figs 15，17)。内側から見ると横走肋骨が目立つ。軸域

は狭い。中心域は特に厚く珪酸化し平坦で，殻面から

殻套まで全く模様がない (Fig.16)。このように横に広

がった中心域を特に横帯 (fascia)と呼ぶ。この部分は

(次ページ図の説明)Figs 8-14. Synedra ulna. SEM. Fig. 8. External view of central area. Fig. 9. lnterna1 view of centara1 area. Fig. 10. 

External view of ocellulimbus， opening of rimopotu1a (出TOW)and areo1ae with c10sing p1ate. Fig. 11. Interna1 view of who1e va1ve with a 

rimopotula at each po1e (arrows). Fig. 12. Internal view of valve po1e with rirnopotu1a. Fig. 13. External po1町 viewof frustule wi由cornple胞

epicingu1um showing p1eu悶 withdoub1e rows of areo1ae (1arge arrows)血 dp1aqu田 (srnal1世間ws).Fig. 14. Broken frustule showing detail of 

striae田 depicingu1urn. Note a valvocopula with single row of a問olae，copula with single row of世田!ae(srnall町田ws)四 dpleura with doub!e 

rows of areolae (1arge arTOws). Scale bar in Figs 7-10， 12-14 = 21sTI. Scale bar in Fig. 11 = 10凹n
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内側lも無紋で，かすかに条線様の刻み目が見られる

(Fig. 19)。この目立つた中心域と樹状の師板が本属の大

きな特徴である。唇状突起は阿殻端近くに 1個で，多

くは横に，時に斜めを向く (Figs18， 20)。また，ふた

つの唇状突起は互いに軸域に対して異なる側に位置す

る。両殻端の殻套には ocel1ulimbusがある (FigI5)。殻

帯の構造は正確には知られていなが，接殻帯片は開放

型で，胞紋がなく，その縁には波状の鋸歯があるが，中

心域に対応する部分は他とは異なる。

現在のところ，本属に移されたのはSyn叫百pulchella

のみである。

Neosynedra Williams & Round 

本属は Williams& Round (1986)によって，Synedra 

provinciaJis Grunowをタイプ種として設立された。

細胞は細長く，単独で植物(海藻)に付着する。葉緑

体については観察されていない。海産で広範囲に出現

する。

殻は長い線状で，僅かに中央部で太くなるか，全体

に規則的に波打ち，丸い殻端をもっ。軸域は明瞭でよ

く発達する。条線は単列で，規則的に配列し，殻面か

ら殻套まで連続する。胞紋は楕円形かやや四角形で，

外側が師板で覆われる。両殻端の apic叫porefieldは特

徴的で，殻面からはじまり，縦に並んぶスリット状の

小孔列からなる。唇状突起は両端近くにl個ずつある。

殻帯はふつう 4枚(6枚まで)の帯片からなる。各々の

帯片には2列の胞紋があり，それらは師板をもっ。そ

のうちの l列は parsinteror 隣の帯片の下に重なって

隠れている部分)に，もう l列は parsexterior (重なら

ず露出している部分)にある。

本属は， apica1 pore fieldがスリット状の小孔列であ

ること，会ての帯片に2列の胞紋があることで特徴づ

けられる。

Tabularia (Kutzing) Williams & Round (Figs 5. 6. 

21-27) 

本属の名称、は， Kutzing (1844)がSynedra属の盟属

名として用いた Tabulariaに由来し， Williams & Round 

(1986)が，Synedra barbatula Kutzingをタイプ種として

属のランクに組み替えたものである。

細胞は針状で，単独または基物に付着し叢状の群体

をつくり， 2枚の板状の葉緑体をもっ。海産または汽

水産で，植物や砂に着生し，広く世界中に分布する。

殻は細長い線状または線状皮針形で，時に頭状の殻

端をもっ。軸域は狭いものから非常に広いものまであ

る。条線は2列胞紋または，殻面から殻套まで連続す

る1個か，殻商と殻套で分離した2個の大きな胞紋か

らなる (Figs.21-23)。胞紋は円形(2列抱紋の種では)ま

たは横長で，縦の小肋が目立つ師板によって閉塞され

る(Fig.22)。この小肋は内側から見るとよりはっきり

とわかる (Fig. 27)。両殻端には目立つ小さめの

ocel1ulimbusがある (Fig.23)。唇状突起は片側の殻端近

くに I個ある。しかし，常に片側だけとは限らず，

Snoeijs (1992)による観察では，T.affmsではそうであっ

たが，T.伺bulataや T.fascicula飽では両側に見られた。

筆者等の観察でも，T. fasciculataでは唇状突起は両殻

端に1倒ずつ見られた (Figs24-26)。殻帯は開放型で小

舌(ligula)をもっ3枚以上の帯片からなる。接殻帯片は

胞紋列をもたず，その縁はわずかに波打つ。その他の

殻帯は 1列の胞紋をもっ。

本属にはかなりのバリエーションが見られるため，

WilIiams & Round (1986)は胞紋構造の違いから 3タイ

プに分けている。第 lは，T. barbatula (Kutz.) Williams 

& Round (=Synedra barbatula)や T.parba (Kutz.) WilIiams 

& Round (=Synedra p訂vaKutzing)に見られるもので，

条線は2列胞紋で，単純な師板をもっタイプ。第2は，

T. investiens (W. Smith) Williams & Round (=Synedra 

investiens W. Smi血)に見られるもので，師板に発達し

た小肋をもっタイプ。第3は，T. fasciculata (Ag.) 

Williams & Round (=Synedra tabulata v紅 .fasciculata (Ag.) 

Hust.)に見られるもので，複雑な師板をもっタイプで

ある。また，その後 Snoeijs& Kuylenstiema (1991)は

本属に 2新種(T.waernii Kuylenstiema， T. ktenoeides 

(前ベージ図の説明Figs15-20. Ctenophora pu/cheIJa. SEM. Fig. 15. Extemal view of ocellulimbus， opening of rimopotula and uniseriate 

a問。laewith cribra. Fig. 16. Extemal view of centra1町田.Fig. 17. Detail of extemal view of striae showing no break on valve face/mant1e 

junction and complex cribra. Fig. 18. Intema1 view of va1ve pole wi血rimopotula，田ellulimbus加 dtransapica1 costae. Fig. 19. Intema1 view 

of hya1ine cent 悶1area叩 dstemum. Fig. 20. Intemal view of rimopotula and striae. Sca1e bar = 1μm. 

(次ページ図の説明)Figs 21-27. Tabu/aria fascicu/ata. SEM. Fig. 21. Extema1 view of va1ve pole with small opening ofrimopo制la.Fig・
22. Detail of extema1 view of striation with complex cribra and Fig. 23. Extemal view of ocellulimbus叩 db問akon va1ve face/mant1e junction目

Fig. 24. Intemal view of whole valve with a rimopotula at each pole. Figs 25， 26. Intema1 view of rimopotula and areolae. Fig. 27. Detail of 

intema1 view of areolae with 10ngitudina1 ribs. and broad stemum. Sca1e bar in Figs 21-23， 25-27 = 1仰n.Scale bar in Fig 24= 10凹n
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Snoeijs)を報告するとともに，タイプ標本(Diatoma

fasciculatum C. A. Agardh， Diatoma tabulatum C. A. 

Agardh， Synedra affinis K首位泊g)や様々な塩分濃度から

の試料の研究から，本属には一層のバリエーションが

あることを明らかにした。

Catacombas Williams & Round 

本属はNaviculagaillonii BOIy (=Synedra gaillonii (Bol)') 

Ehr.)をタイプ種としてWilliams& Round (1986)によっ

て設立され，同時にS戸拍司gailloniiとS.camtschati，ωGrun. 

が本属に組み替えられた。

細胞はしっかりとした針状で，殻面観でも帯蘭観で

もほぼ平行である。葉緑体は多数で，小さな円盤状で

ある。広〈分布し，海藻等に付着して生育する。

殻は線状で，先がやや尖る。軸域は狭いもの(C.

gaillonu)と広いもの(c.kamuschatica)がある。条線は

平行で，筒状の長胞 (alveolus)である。内側は殻套に

楕円形の関口をもち，外側は全体が複雑な師板で覆わ

れるか，師板をもった一列胞紋である。胞紋列は模様

のない殻肩によって分断される。殻面は平らで，殻套

と直角である。明瞭な ocellulimbusが両殻端にある。唇

状突起が両端に1個ある。殻帯は4枚の帯片からなり，

全てが解放型で小舌をもっ。接殻帯片と copulaは無紋

であるが， pleuraにはl列の胞紋がある。この属は，長

胞条線・無紋の殻肩・胞紋列のある pleuraによって特

徴づけられる。

Hyalosynedra Williams & Round (Figs 7司 28-34)

本属は，Synedra laevigata Grun.をタイプ種として

Williams & Round (1986)によって設立された。

細胞は細長く，植物(海藻)等の付着して生育する。

葉緑体の形状は調べられていない。世界中に分布する

海産属である。

殻は線状で時に頭状の殻端をもっ。軸域は非常に狭ー

い。殻面は平らで殻套は深い。条線は非常に密で，細

かい胞紋をもち，殻面から殻套まで連続する (Figs29， 

30)。また，条線は長胞で，内側は殻面と殻套との境に

ある関口以外は完全に閉塞される (Figs32， 33)。軸域

は貫殻軸方向に発達し，長砲を中央で分断する (Fig.32

矢印)。胞紋は2列に見えるが，それは各胞紋の外側

を閉塞する縦と横の小肋のためである(Figs29， 33小

矢印)。唇状突起は向殻端にl個あり，外側では条線の

終りに大きめの円形または楕円の開口をもっ(Figs28， 

30， 31)。この開口と殻先端の聞には無紋域があり，先

端には数本の突起が見られる (Figs28， 30)。両殻端の

殻套に ocel1ulimbusがあり，その小孔は水平方向に並

び，胞紋より大きい (Fig.30)。殻帯は3枚の開放型の

帯片からなり，接殻帯片は無紋で，それ以外の帯片は

l列の胞紋をもっ (Fig.34)。
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金色概技術紹介

間接蛍光抗体法による海藻類の細胞骨格の観察
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2山形大学理学部生物学科990山形市小白川町 1-4-12

Taizo Motomura and Tasuku H日hinuma1997: Me曲odsfor immunofluo問scenceobservation on出ealgal cytoskeleton 

Jpn.J.Phycol. (Sorui)45:175-181 

Basic methods for immunofluo陀scenceobservations on microtubules and microfilaments in algal cells are described. 

Esp配 ially，the suitable fixation and the cell wall digestion (removal) are emphasized. Cell wall components in algal 

cells are characteristically different from land plants， therefore， several attentions are necessary for the pene甘ationof 

antibodies into the algal cells. 

Key lndex Words: brown algae， Bryopsis plumosa， cytoskeleton， immunofluorescence microscopy， microfilaments， 

microtubules.目

はじめに

間接蛍光抗体法を用いて，細胞内の標的とする物質

や構造物を特異的に染色し，蛍光顕微鏡下で観察する

方法は，極めて基本的な手法として多くの研究室で積

極的に行われている。現在では多くの生体物質に対す

る抗体が市販されるようになり，間接蛍光抗体法は他

の染色剤による染色実験とほとんど同じように簡単に

利用でき，技術的な難しさはほとんどない。この手法

の基本的な流れは，1)細胞の固定， 2)免疫染色(細

胞内の目的抗原への抗体の結合)， 3)顕微鏡観察とそ

の記録に要約される。生物学において多くの実験手法

がモデル生物を材料に開発されてきたため，我々が対

象とする藻類の細胞では，自分たちの材料に適した方

法を工夫していく必要がある。本稿では細胞骨格，特

に微小管とF-アクチンに焦点を絞り，まず褐藻類を材

料にその観察手法について具体的に概説したい。後半

は特殊なケースとして多核緑藻のハネモの細胞骨格の

観察法について解説する。

陸上植物や藻類を材料に蛍光抗体法を行う場合の主

要な問題点は，細胞・組織の適切な固定条件の検索に

加え，細胞墜をいかに処理して分子量約15万の抗体分

子を細胞内部に入れるかにかかっている。一般に植物

の細胞壁は不定形物質の層に結晶構造部分が埋め込ま

れた形で存在している。海藻類の細胞壁が高等植物の

それと大きく異なる点として，1)不定形物質の層が結

晶構造部分の層と比較して豊富であること， 2)中性多

糖よりも多陰イオン性多糖が豊富であること， 3)硫酸

多糖を多く含むことなどが挙げられる。これら細胞壁

の特徴は海中条件において，機械的な強度を保ち，浸

透圧やイオンの調節に有効であると考えられている。

海藻類の構造多糖で最も普通に観察されるのは高等植

物同様にセルロースであり，ハネモなどの管状緑藻の

ようにキシラン，マンナンを持つものもいくつかの種

類で観察される。しかし高等植物と比較してセルロー

ス含量は一般にかなり低い(高等植物では植物体の乾

重量あたり 30%程度であるのに対し，褐藻・紅藻類の

場合 1-8%である)。また，海藻の細胞壁マトリックス

成分には我々の生活にとってみじかな紅藻類の寒天，

カラゲナン，褐藻類のアルギン酸，フカンといった極

めてユニークな性質を有する多糖などがある。それ

故，海藻類を材料とした蛍光抗体法において抗体が細

胞内部に入る程度に細胞援を分解する場合，対象とす

る材料の細胞壁組成を調べ，それに適した酵素液を調

製することが重要である。
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より外す)，以下の酵素処理無しに細胞がバラバラに

1 褐藻類の細胞骨格，特に微小管の観察 なる場合もある。例えば，コンブ類の単子嚢などは，原

1・1 固定 形質が閏定操作の聞に突出するため後に述べる様な酵

組織や細胞は当然の事ながらまず適切に固定されな 素処理を必要としない。また，目的とする細胞の種類

ければならない。この時，注意すべきことは，抗体の によっては酵素処理を必要とせず，この固定液中の

認識する抗原のエピトープの立体構造が固定の聞に大 EGTAの作用のみで抗体が細胞壁を透過できるように

きく変化しないことである。間接蛍光抗体法において なることもあるので，一度確認した方が良い。固定し

通常よく使用されている固定法はパラホルムアルデヒ た組織はPBSで5分毎に3回洗浄する。遊走子など細

ドやグルタールアルデヒドなどを用いた化学固定とア 胞墜を持たない細胞は当然のことながら以下の細胞援

セトン，メタノール，エタノールなどの有機溶媒を用 消化酵素処理のステップは省けるので固定液とともに

いた固定である。一般に植物細胞の固定の場合には有 ポリ・L-リジンをコートしたカバーガラス(18x18mm)

機溶媒を使用しない。植物細胞の場合には細胞内部に に滴下し，少し風乾させカバーガラスに付着させ，そ

巨大な液胞が存在するために，急激な外部条件の変化 の後に小型シャーレ(直径3cm)中でPBSで洗浄する。

が細胞構造に著しくダメージを与えるためと考えられ

る。しかし，対象とする抗原によっては有機溶媒によ

る固定の方が化学固定よりも抗原性の維持に優れてい

る場合もあるので注意を要する。ただし，本稿で扱う

微小管やF・アクチンの観察には，パラホルムアルデヒ

ドやグルタールアルデヒドを用いるのが無難である。

褐藻細胞の固定には， 3%パラホルムアルデヒドと

0.5%グルタールアルデヒドを含む適当な緩衝液のもと

で室温もしくは4'Cで30・60分間行う。海産の藻類の

場合には浸透圧の調節のために2・4%のNaCIを加え

る。微小管やF-アクチンなどの細胞骨格構造の観察に

はEσfAやMgCI2を含む"Goodbuffer'・を用いる場合

が多い。当研究室では通常PHEMbufferを緩衝液とし

て用いている。この時， lOxsol.を作製しておくと便利

である。実際に上記の固定液を30ml調製する手順を説

明すると以下の様になる。50mlのピーカーに純水2伽li

程度をいれ，ホットプレート上で約60'Cに暖めなが

ら，0.9gのパラホルムアルデヒド(最終濃度3%，TAAB

社)と0.9gのNaCI(最終濃度3%)を加え，さらにlN

のNaOH溶液を4・5滴加える。しばらく撹排するとパ

ラホルムアルデヒドは完全に溶ける。室温まで液温が

下がった後に， 50-75%のグルタールアルデヒド

(TAAB社)を最終濃度0.5%になるように加え，さら

にPHEMbufferのlOxsolを3ml加える(これで固定

液のpHは7.4となっている。 pHメーターで確認する

必要は無い)。最終濃度30mIにメスアップした後に，

ろ過して固定液として使用する。この固定液は保存は

利かないので，調製後2・3日の内に使いきってしまう。

固定は固定液の中で30・60分間行う。褐藻類の細胞

壁中には大量のアルギン酸が含まれるために，固定液

中のEGTAによりアルギン酸が可溶化し(アルギン酸

に結合しているカルシウムをEGTAのキレート作用に

1・2 細胞壁消化酵素処理

植物細施の場合には細胞膜の外側に細胞壁が存在す

るために，そのままでは抗体は入らない。そのため，細

胞壁消化酵素を用いてある程度外部の細胞壁を消化し

なければならない。上述したように藻類の細胞壁は陸

上植物のそれと構成多糖が大きく異なるために注意を

要する。通常，褐藻類を材料とする場合，酵素液 (3%

abalone acetone powder (SIGMA)， 2% cellulase Onozuka 

R-lO(YAKULT HONSHA)， 3% BSA， O.lmM PMSF in 

PBS)で4'Cから室温条件で1時間程度処理し，細胞

壁を柔らかくし抗体の入りをよくする。その後，組織

をPBSで5分毎に3回洗浄し，ポ1)_ L-リジンをコー

トしたカバーガラスに張り付ける。

ところで，細胞の種類によっては上記の細胞壁酵素

処理によっても抗体が入らない場合が多々ある。この

場合は細胞をポリーL-リジンをコートしたカバーガラ

スとスライドグラスの聞に挟み，軽く押しつぶすと良

い。細胞はポリ-L-リジンをコートしたカバーガラス

の方に張り付いている。これにより細胞壁の一部が裂

けるために抗体が内部に入るようになる。

1・3 界面活性剤処理

次に， 0.5-5% Triton X-lOO in PBSで30・120分間程

度処理する。単に細胞膜に穴をあけ，抗体が入りやす

いように処理するだけなら低濃度で十分である。しか

し，植物細胞では内部に多数の葉緑体が存在するため

に，それから溶出するクロロフィルが蛍光顕微鏡下で

強く赤〈光るために観察しにくい場合がある。特に，

標識二次抗体でローダミンなどの赤系の蛍光色素を用

いる場合は深刻である。勿論，使用する蛍光顕微鏡が

適切なカットフィルターを装着している場合には問題
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図 la，b アミジグサの微小管と核。微小告が綴付近の2つの僅 (矢印，セントロゾーム)に収束している。

図2aムc ミツイシコン7・の若い胞子体の微小管と核。

図3a，b ミツイシコンブの精子の微小笠と核。コンブの精子は後鞭毛 (PF)が前鞭毛 (AF)よりも長い。

図4 ハネモの微小管。細胞長取IJは横方向。

図5 ハネモの F-アクチン。紺IJlI!.長期IJはtPt方向。
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ではない(クロロフィルとローダミンをかなり分離す

ることは可能である。種々の蛍光色素に対応するカッ

トフィルターはアメリカのOMEGAOPTICAL社から

入手が可能である)。できる限り組織・細胞からクロロ

フィルを脱色したい場合は，高濃度のTritonX-I00で

長時間処理する。 TritonX-100の処理後，サンプルは

PBSで5分毎に3回洗浄し，次のプロッキングに移る。

1-4 プロッキング

一次抗体，二次抗体の対象抗原以外への非特異的な

吸着を防ぐために， 30・50凶のプロッキング液(2.5%ス

キムミルク，5%正常ヤギ血清，0.1%NaN3in PBS)を

カバーガラス上に付着したサンプルに加え， 30'Cで30

分程度処理する。特に褐若葉植物では細胞内にフェノー

ル頼粒を大量に含む場合があるので，プロッキング処

理は必須である。なお，プロッキング，一次・二次抗

体処理を含めて処理時間が長くなるので，カバーガラ

ス上の処理液の蒸発を防ぐように工夫する。直径IOcm

のシャーレを反転し，下になった外側のふたの方に蒸

留水で湿らせた直径9cmのろ紙をひき，その上にカ

バーガラスを置きシャーレの内側でふたをして使用す

ると便利である。

1・5 抗体処理

プロッキング液をろ紙で吸い取った後に， PBSで1/

50に希釈したモノクローナル抗βチューブリン抗体

(アマシャムジャパン)を30・50!!1加え， 30'Cで60min処

理する。なお，なかなか手に入らない貴重な抗体を使

用する場合には，できる限り使用する抗体の量を少な

くしたい。この様な場合にはカバーガラスに10μの抗

体を滴下し，その上からカバーガラスよりも一回り小

さく切ったパラフィルムをかぶせるようにすればよ

い。購入した抗体は一次抗体であれ二次抗体であれ希

釈することなくエッペンドルフチュープに小分け

し，・80'Cのディープフリーザーに保存しておく。そし

て必要なときにPBSで使用濃度に希釈して冷蔵庫中で

保存するようにする。一次抗体処理が終わったサンプ

ルはPBSで5分毎に3回洗った後に，標識二次抗体で

処理する。普通はPBSでlβ0に希釈したFITC標識.抗

マウス IgG(ヤギ)を 50!!1カバーガラス上のサンプルに

加え， 30'C，60min処理する。染色が薄い場合には，一

次・二次抗体の濃度をあげたり，処理時間を長くする。

また抗体処理の前に，トリプシンなどのタンパク質分

解酵素で処理するのも有効な方法である (Arugaet al. 

1977)。

抗体処理の終了した後， PBSで数回洗い， 0.1-1陪・

DAPI/lm1 in PBSで室温10分間染色する。退色防止剤

として0.2%p-pheny1enediamineを含むMowio14-88

mounting medium (Osbom and Weber 1982)で封入する

(この封入剤に包埋し， -20oC保存することにより半永

久的なプレパラートとなる)。落射蛍光顕微鏡(オリンパ

ス)で，微小管観察(日TC染色)にはB励起，核観察(DAPI

染色)にはU励起で観察する。写真撮影はコダックTri・

XフィルムをASAI600に増感して用いる。現像はパン

ドールで行い，最終的には印画紙に焼き付ける。

2 ハネモ (Bryopsisplumosa)の細胞骨格の観察

ハネモにおける間接蛍光抗体法による細胞骨格の観

察方法としてMenzeland Schliwa (1986)により原形質

分離を利用した方法がすでに報告されている。今回紹

介する方法は，細胞切片を作り，抗体を液胞内から導

入する方法であり，彼らの方法に比べてより簡便で，

また細施質の変化を伴わないため，その観察像は細胞

内における細胞骨格の本来の配向により近いものと考

えられる。方法の概略を図6に示した。これらの操作

を行う際，ピンセットあるいはピペットを用いて液胞

内を各溶液が充分かん流するように注意する必要があ

る。また，基本的な操作や試薬，諸注意などについて

は，適宜，前項を参照されたい。

2-1材料の調製

材料のハネモ (B.plumosa)は，宮城県松島で採集

したものを単藻的に， 23'C，連続照明下でPES培地を

用いて継代培養している。このような培養条件下で

は，新しい培地に継代後，葉状部は多少分枝するが，そ

の後はほとんど分校せず，主軸も側枝も同じような長

い管状の形態をなす。ハネモ細胞は高い再生能力を持

つため (Tatewakiand Nagata 1970)，藻体の一部を切断

することにより 500/lffiほどの太さがある，任意の長さ

の管状の細胞を簡単に調製することができる。ハネモ

細胞は大きな液胞と薄い細胞質からなる管状の細胞で

あり，細胞質はさらに遠心により容易に移動する葉緑

体の存在する内質と，核などが存在する外質とからな

ると考えられる。細胞骨格の観察には，葉状体の先端

から 2cm位の長さに切断し，その後2-3日培養して仮

根を再生させた管状の細胞を用いている。このような

単純な形態をした細胞では，細胞を500gの低速で遠心

して蛍光観察の妨げとなる葉緑体を細胞の一端に寄せ

ることにより，容易に細胞骨格の観察ができる。
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図6. 間接蛍光抗体法によるハネモ細胞骨格観察の概略

2-2 細胞の悶定

細胞の固定法は微小管を観察するか， F-アクチンを

観察するかで異なるが，固定後の操作は同じである。

ハネモ細胞の微小管観察では，グルタールアルデヒ

ドを海水に直接添加して作った1%グルタールアルデ

ヒド海水で細胞を1時間閲定する。固定液のpHの調整

は行わず使用する。また， F-アクチンを観察する場合

は， F-アクチンが化学固定により壊れやすいため，タ

ンパク質の架橋剤であるMBS(m-maIeimidobenzoy1 N-

hydroxysuccinimide ester)で細胞に前処理を施す

(Sonobe and Shibaoka 1989) 0 300μMMBS海水で3-4分

間細胞を処理した後， 2%パラホルムアルデヒドと 0.5

%グルタールアルデヒドを含むMBS海水で1時間固定

する。

いずれの場合も固定した細胞は海水を交換しながら

3回以上洗浄し，そして細胞を3-4mmの長さに切断し

管状の切片にする。切片を調製する場合，あらかじめ

細胞の一部をピンセットで強く挟み傷を付け，膨圧を

低下させた後に切断すようにする。膨圧が高い状態で

切断すると，調製した切片にゆがみが生じ，細胞骨格
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の配向が変化する可能性がある。 る。一次抗体処理が終わった切片はPBS-BSAで3回以

上丁寧に洗浄し，二次抗体で同様に 1時間インキユ

2-3 還元剤処理 ベートする。その後3回以上，十分にPBS-BSAで洗浄

海水中で切断した切片をPBSで一度洗浄した後，グ し，切片を PBS-BSAの入った6cmシャーレに移す。

ルタールアルデヒドによる非特異的蛍光を減じるた

め， Gra1way and Hardham (1986)の方法に従い， 0.1% 

NaBH4を含むPBSに15分間浸す。 NaBH4による還元

処理の時間はこれより長くてもよいが，溶液は使用直

前に調製する。切片を海水から直接，あるいは海水が

切片に残ったままNaBH4-PBSに移した場合，溶液中に

沈殿が生じるので注意をする。

2・4 界面活性斉IJ処理とブロッキング

還元剤処理した切片をPBSに戻し十分洗浄する。つ

ぎに，液胞膜における抗体の透過性を高め，また蛍光

観察の妨げとなる葉緑体クロロフィルの自家蛍光を減

少させるために，切片を界面活性剤である 1% Triton 

X-100を含むPBS・BSAで30-45分間処理する。TritonX-

100の濃度は高等植物の場合に比べ高濃度であり，固

定が不十分な場合には細胞骨格タンパタ質の溶出があ

り得ることを留意しておく必要がある。クロロフィル

の緑色が薄くなったのを確認し，切片をPBS-BSAに移

し3回洗浄する。そして，抗体の非特異的吸着を防ぐ

ために，洗浄が終わった切片をPBS-BSAの入ったホー

ルスライドガラスに移し，湿室中で37'C， 1時間同じ

PBS-BSAでブロッキングを行う。図6に示したように

湿室は IOcmシャーレの底とスライドガラスとの聞に

U字型のガラス様で隙聞をもうけ，この部分に水を入

れることにより簡単に作ることができる。

2-5 免疫染色

ブロッキング終了後，ホールスライドガラス中の切

片を抗体で染色する。ホールスライドガラスを利用し

た場合， 20本位の切片であれば一回の染色に用いる抗

体は 100μlで十分である。

微小管の間接蛍光抗体法では一次抗体としてモノク

ローナル抗a-，抗b-チュープリン抗体(アマシヤムジャ

パン)，二次抗体としてFITC標識抗マウス IgG(アマ

シャムジャパン)を用いている。一次抗体は 1/25に，

2次抗体は 1/20にそれぞれPBS-BSAで希釈し使用す

る。またF-アクチンの観察には一次抗体として 1/125

に希釈した抗アクチンC4モノクローナル抗体 (ICN)

を用い，二次抗体は微小管の場合と同じ抗体を用いて

いる。抗チュープリン抗体の場合は 1時間，抗アクチ

ン抗体の場合は 6-12時間， 36'Cでインキュベートす

2-6 プレパレーション

実体顕微鏡下で免疫染色の終わった管状の切片を長

軸方向に二つに切断し，シート状の切片にする。これ

をピペットを使ってスライドガラスに載せ，切片はす

べて液胞側が上を向くようにピンセットで調製し，カ

バーガラスをかける。そしてカバーガラスの一方の端

に封入剤を置き，反対側の端からろ紙でカバーガラス

内の溶液を吸い取ることで封入剤に置換し封入する。

封入剤としては退色防止斉IJである 0.1%p-pheny1endiamin 

(WN)を含むグリセロール溶液(無蛍光グリセリンと

PBS-BSAを1:1で混合)を用いている。

試薬の調製

*PBS:NaCI8.0g， KC1 0.2g， N~HP04 0.7g，阻izP040.2g，
(pH7.4)を純水に溶かし， 11にメスアップする

(lOxsol.を作製しておくと便利である)。もしくは

137 mM  NaC1， 2.7mM KC1， 1.5 mM  KH2P04 ' 8mM 

Na2HP04 (PH7.3)に0.1% (WN)のNaN3を含む

溶液。

* PBS-BSA : PBS 溶液に0.1%の (WN)フラクショ

ンVの牛血清アルブミンを含む溶液。

* po1y-L-1ysine coated cover glass :洗剤できれいに洗浄

し純水でリンスした後に，乾熱処理 (200'C， 2・3

時間)したカバーガラスに0.1-1.0mg/mLのpo1y-L-

lysine水溶液を 11商務し全面に広げ， I1草紙で吸い

取った後に風乾させる。poly-L-Iysine水溶液はエツ

ペンドルフチューブにImlずつ小分けし・20'Cで保

存する。

* PHEM buff，巴r: PIPES 60mM， HEPES 25mM， EGT A 

IOmM， MgC12 2mM， pH7.4. IOx sol.を作製してお

くと便利である。 IOxsolの溶液を 100m1作製する

際には， 100mlのピーカーにあらかじめ純水50ml

程度入れておき，さらにNaOHの頼粒を数十粒入

れ，スターラーで撹祥しながら，それぞれの試薬

を加える (PIPESやEGTAは溶液のpH5ふ6.0付近

で溶ける)。最初は溶けずに白濁しているが， pH 

メーターで計りながらさらにすこしずつNaOHの

頼粒を加え，最終的にpHを7.4に合わせ，メスアッ

プして 100m1とする)

*酵素液 (3%abalone acetone powder (SIGMA :アワピ



間接蛍光抗体法 181 

消化管のアセトン粉末)，2%cellulase Onozuka R-IO 

(YAKULT HONSHA)， 3% BSA， O.lmM PMSF 

(phenylmethansulfonyl fluoride)泊PBS): PBSに3%

abalone acetone powder， 2% cellulase Onozuka R-IO， 

3%BSAを加え，氷冷しながらスターラーで撹搾

し，ミラクロスでろ過した後に冷却遠心機で

12，0仙 pm，30分遠心する。上清を酵素液として使

用する。
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藻類分布資料 よ浮F

画監記圃
田中慎一郎・野崎久義 :日本の微細藻類 (3)

Pteromonas angulosa(Carter)Lemmermann(緑藻綱 -オ

オヒゲマワ リ目)

Shin-ichiro Tanaka， Hisayoshi Nozaki: Notes on 

microalgae in Japan (3). Pteromonas angulosa(Carter) 

Lemmermann(Chlorophyceae， Volvocales) 

Department of Biological Sciences， Graduate School of 

Science， University of Tokyo， Bunkyo-ku， Hongo， Tokyo 

113， Japan東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻

(113東京都文京区本郷7ふ 1)

Pceromonas属は遊泳性の単細胞性緑藻の一属で、あり ，

現在までに世界各地から 21種が知られている(Ettl

1983， [yenger and D巴sikachary1981)。日本産の本属に関
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しては Yamagishi(l984，1988a， b， 1996)カ{P. acuJeata 

Lemmermann， P. multipyrenoidea Iyenger及び P.

cordiformis Lemmermannの3種を報告しているが，培養

株を用いた研究はない。筆者らは 1996年 11月 13日東

京都台東区上野，恩賜公園の不忍池(l2.3"C，pH7.32)から

採取した水サンプルより日本新産のP.angulosaを分離

培養し，本種の形態的特徴を観察した。

P. angulosaは単細胞で遊泳性である。細胞本体は透

明な被鞘(lorica)で、包まれている。被鞘も含めた藻体は

偏平で，正面観は，前端部を切り取った卵形で，後部は

広〈張り出している(Fig.l)。側面倒はほぼ楕円形で両

側面が内側に窪み，被鞘の後端部は著しく狭くなり屈

曲した尾状となって突き出ている(Fig.4)。底面観はほ

ぼ長方形で，両短辺の中央部の被柄拘f細く翼状に突き

出てl時計周りに屈曲する(Fig.3)。鞭毛は2本で，体長

とほぼ同じ長さである。細胞本体の正面観は卵形また

は楕円形(Fig.I)，側面観は楕円形で側面部分が内側lに窪

む(Fig.4)。葉緑体はカップ状でほぼ細胞本体全体に広

がり，大きな球形のピレノイドが 1個底部に位置する

(Fig. 1)。限点は l個，半球形で創IIIJ包本体の"1"央部から

前方4分の lの問に位置する(Fig.2)。収縮胞は21閤， 鞭

毛岩崎1\付近に位置する (Fig.1)。 被鞘は縦 10 ~ 1 6fl m ，

~I 

Figs.I-4. Light micrographs of Pteromonas anguJosa. AII at the same magni日calion.1: Front vicw of vegetative cell showIng a single basa! 

pyrenoid (p) in the cup-shaped chloroplast. Note contractile vacuole(arrow) near the base of the日agelia(arrowheads). 2: Surface view of 

protoplast of vegelalive cell. Arrow indicates stigma. 3: Bottom vicw ofvegetative cell. 4: Side vicw of vegetative cell showing posterior tail 

(arrowhead) 
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横7-14戸n，厚さ 7-9阿nの大きさである。

以上の臼本産の材料の形態的特徴はEttl(1983)のR

angulosaの記載と基本的に一致した。 E叫(1983)による

と，本種はピレノイドの数が1個であることでP.

cordifonnis等の数種と類似するが，被鞘の正面観が後

部を広〈張り出している卵形である点で識別される。

今回，不忍池の同一サンプルから同属で被鞘の形がR

angulosaに類似している P.multipyrenoideaも分離培養

され，その形態を観察した。その結果 ，P.multi-

pyrenoideaの未熟な細胞のピレノイドは1個であり，被

鞘の形等の形態的特徴でP.angulosaと識別することが

困難であった。しかし，P. multipyrenoideaの被鞘は縦

24 -291J1ll，横17-241J1ll，厚さ 12-161J1llと大きく ，P.

multipJ'1官'noideaの成熟した細胞ではピレノイドの数が

4個-6個であった。従って ，P. angulosaとP.

multipyrenoideaの2種を同一サンプルの中で正確に同

定するためには培養した材料を用いることが必要であ

ると考えられる。
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寺脇利信:広島湾の大野瀬戸・宮島周辺

はじめに 海藻の研究地点

広島湾の大野瀬戸と宮島周辺について，筆者らの研 筆者らの藻類増殖研究室では，数年前から，

究地を中心に，海藻の採集地を案内し，環境の概要を ①大野町丸石の埋め立て地の石積み護岸(図ト①，南

紹介する。筆者らは，海岸にあり，研究フィールドを 西水研の所在地の地先)

維持しているという南西海区水産研究所の立地条件を

生かした活動に努めている。今後は「魚のたまり場J I 広島
である藻場に倣い， r水産庁の臨海実験所jが，海に
関心を持つ様々な研究分野の人々のたまり場として，

発展することを望んでいる。

大野瀬戸と宮島

広島湾は，瀬戸内海西部の北側に位置し，広島県と

山口県に属する中園地方本土と島慎部によって囲まれ，

東西40km，南北60km，大部分が水深40mPj.浅の，瀬

戸内海の中でも閉鎖的な湾だ(図 1)。

広島湾の北岸を広島市から西へ30Kmの位置に，南

西水研の所在する広島県大野町がある。大野町の沖に，

大野瀬戸を挟み，厳島神社を含む豊かな自然が世界遺

産に登録された安芸の宮島がある。「宮島jは通称で

あり，厳島のー島で宮島町が構成されている。

しかし，宮島の沿岸域は，大阪湾北部や播磨灘北部

などと同様に，夏の塩分が30以下となり，COD濃度が

2-5mg/!と，有機汚濁が進んでいる(瀬戸内海環境保

全協会 1995)。そのため，宮島周辺の海底の植生は，風

光明婦と賞される陸上に較べると，話題の「漂着アオ

サJに代表されるように，やや衰退し単純化した印象
を免れない。現在の大野瀬戸は，

①本土側の大野町には埋め立て地の多い人工海岸

②厳島の宮島町にはほとんど手っかずの自然海岸

③干満差4mの潮間帯とアオサと浮泥の多い藻場

という景観に要約されると思う。

c:::戸

10km 
'--・E・-‘-・E・--'

図1 広島湾の大野瀬戸・宮烏周辺

①大野町丸石②宮島町平根鼻，③大野瀬戸亀ノi績，④山口
県東和町伊保田，⑤広島市元字品⑥阿多田島
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大

図2 大野瀬戸の海底と海藻植生の模式図

②宮烏町平根鼻の自然岩礁(図 1-②)

③大野瀬戸の中央部に位置する亀ノ瀬(図 1・③)

で，SCUBA潜水を用いた，海藻の調査・研究を進めて

いる(図2)。それぞれの地点で，地元の町役場や漁協

などとの連携の許に，毎月 l回の，定期的な観察や採集

を行ってきた。現在，アマモ，アナアオサ，クロメ，ア

カモク，ヤツマタモク，ノコギリモクなどを材料に，研

究を遂行中だ (Uchidaet aJ 1996;吉田ら 1997a，b)。

主に見られる種類

宮島周辺で主に見られる種類を以下に列記する。た

だし，未だ，海藻フロラとしての整理はしていない。さ

く葉標本などを作成し，すぐに見られるようにしてき

ている段階だ。筆者らでは，正確な種名の同定まで至

らないものもある。それぞれの分類群の専門の研究者

の来訪と，研究を通じての協力関係の広がりを歓迎す

る。

水中顕花植物:アマモ，ウミヒルモ

緑藻類:ヒメアオノリ，アオノリ属，アナアオサ，シオ

グサ属，ハネモ，フサイワズタ，クロミル，ミルなど。

褐藻類:シオミドロ類，イシゲ，フクロノリ，カヤモノ

リ，ヨコジマノリ，ケウルシグサ，ワカメ，ツルモ，ク

ロメ，ヤハズグサ，アミジグサ，ウミウチワ，ヒジ

キ，シダモク，ホンダワラ，アカモク，ノコギリモ

ク，タマハハキモク，ヤツマタモク，マメタワラ，ウ

ミトラノオなど。

紅藻類;アマノリ類，マクサ，ウスカワカニノテ，イソ

ウメモドキ，コメノリ，ムカデノリ，フダラク，ス

スカケベニ，シキンノリ，ツノマタ，オゴノリ，カ

パノリ，イバラノリ，オキツノリ，ユカリ，ホソノf

ミリン，ワツナギソウ，フシツナギ，タオヤギソ

ウ，ダジア属，アヤニシキ，コザネモなど。

湾口部と最奥部

湾口部では，山口県大島郡東和町伊保団地先(図1-

④)で，南西水研として， 15年以上にわたる海藻の研

究が継続されている(吉JII1997)。ここでも，漸深帯で

の，藻場の生態調査と造成技術に関する現地実験が主

体である(寺脇ら 1996)。宮島周辺では見られにくく，

東和町ではよく見られる種類を，以下に列記する。

緑藻類:シワランソウモドキ，ヒトエグサ，タカツキ

ズタなど。

褐藻類:イシモズク，フトモズク，シワノカワ，セイ

ヨウハバノリ，イワヒゲ，サメズグサ，ムチモ，ヒ



ラムチモ，ケヤリ，ハイオオギ属，コナウミウチワ，

ジョロモク，トゲモク，イトヨレモク，エンドウモ

クなど。

紅藻類:カギケノリ，ホソパノトサカモドキ，ミリン，

カイノリ，スギノリ，ユナ，マギレソゾ，ハネグサ，

ジャパラノリ，イソハギ，イトフジマツなど。

なお，束手口町から西へ50kmほどの位置にある山口

県平生町周辺では，海藻相が詳しく調査されている

(村瀬ら 1993)。共通して見られる種類も多く，参照さ

れると良いと思う。

一方，湾の最奥部の広島市元宇品の海岸(図 1-⑤)

では，アマチュアの海藻研究家により，約40年にわ

たって，海藻フロラの変選が記録されている(田中

博ら 1996)0r海藻採集が好きで続けてきたJとご当人
方は言われるが，地道なモニタリングに基づく環境変

化に関する考察も加えられ，敬服に値するお仕事と思

う。本号に，詳しい内容をご紹介する書評(新井 1997)

が出された。

採集や調査にあたって

大野瀬戸，宮島，宮島の南隣の阿多田島(寺脇 1994)

(図 1-⑥ふさらに湾口部の束手口町周辺であれば，筆者

らの研究地点に限らず，磯採集でも，SCUBAを用いて

も，所外の研究者が海藻を採集したり調査するための

手段は整っている。南西水研の桟橋から，調査船「し

ぶき (1トン)Jや「せと (8トン)Jで出港し，急ぐ場

合には，半日ほどで帰港できる。

ただし，現地では，予想外の発見やトラプルなどに

も遭遇したりし，意外と時間がかかるので，弁当を持っ

て， 1日を使う考えで計画を立てたい。調査船の上や海

岸で食べる弁当は，とてもおいしいもので，味をしめ

ると病みつきになる。研究室に戻れば， r瀬戸内海海
産藻類標本集J(複本ら 1996)が，神戸大学内海域機能教
育研究センターから頒布されているので，種類の同定

に役立つ。

これらの条件を利用すると，夏の表面水温で5'C，塩

分で15程も異なる，湾口部から最奥部までの環境の傾

斜(環境庁， 1988)を考慮した研究企画も立案できょう。

現実に，微細藻類とされる植物プランクトンに関して

は，南西水研の赤潮環境部で，この環境の傾斜を前提に

した精査が続けられている。

臨海実験所と藻場

筆者は，高知大学の海洋生物教育研究センター(当
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時の字佐臨海実験所)で，卒業研究の 1年間を過ごし

た。海岸に立地する利点を生かした海洋生物の研究，

所外からの盛んな利用者，来訪された方との交歓を通

しての刺激，などが記憶に鮮明だ。

水産研究所は， r水産庁の臨海実験所Jのようなも
の，とも考えている。筆者らの研究対象は，藻場，特に

ガラモ場に関する課題が多い。ガラモ場は，様々な魚

類が，何かしらの理由で寄り集う「魚のたまり場J(寺
脇 1996)だ。今後は， r水産庁の臨海実験所」も，海に
関心を持つ様々な研究分野の人々が，何かしらの魅力

に惹かれて寄り集い，たまり場的な協力体制をつくる

中で発展していくことを望んでいる。ひいては，それ

らの活動によって，藻場の生態系の理解が深まること

と考えている。

連絡先

本文に関心を持たれた方は，筆者に何らかの連絡を

いただきたい。

〒739・04広島県佐伯郡大野町丸石2・17-5

南西海区水産研究所寺脇利信

TEL:0829-55-0666 

FAX:0829-54-1216 

e-mail:terawaki@nnf.曲'C.go.jp 

交通手段では，山陽自動車道なら大野インター，JR

なら山陽本線の大野浦駅を利用する場所だ。ちなみに，

利用しやすい近辺の宿泊施設を挙げておく。宮島コー

ラルホテルは7，000円(TEL:0120-020・556，TEL:0829-56-

0555)，宮島口ユースホステル (TEL:0829-56-1斜4)は

3，000円，南西水研の研修寮は2，000円くらいだ。いず

れも，筆者の方で仲介するので，予算に応じて相談願い

たい。

文末となったが，本稿の作成にご協力いただいた

(株)海藻研究所の新井章吾氏に感謝する。
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(干739-04広島県佐伯郡大野11¥]丸石2-17・5

南西海区水産研究所)

本警は，アマチュア海藻研究者一家の 37年に及ぶ息の長い調査によって書かれた力作である。内容は，広島

湾奥音11に位置する広島市元宇品地先で採集された 172種の海藻が，ポ[1し業標本のカラー写真に藻体断面の顕微鏡

写真なども加えて示されている，詳しい写真図鑑的なものである。高度経済成長期の大規模な沿岸域開発の波に

さらされる以前と，その後の海藻類の量的変化も種別に分かりやすく示され，数少ないモニタリング資料として

も，学術上も他に類を見ない貴重な資料と言える 。 1 957 年に当 H寺小学 3年生であった田中ìl~1氏の夏休みの自 EÈI研

究がきっかけとなり，家族会員による調査が行われてきたとのこと。家族の趣味としての採集風景や， 家族団ら

んのゆでの海藻談義の盛り上がる様子などが幼仰として，微笑ましい。

あとがきには， r限られた審物を参考に試行錯誤しながらまとめたものであるので，専門的に見ても誤りも多
いと思われる。先輩諸氏のご指摘をいただければ幸甚である。」と結ばれている。海藻は，動物のように周囲に研

究者が多くなく ，さらに，地理的あるいは季節的な変異のl隔が大きく， 一地域の海藻しか見ていない著者らの同

定に誤りが含まれるのは否めないと思う。むしろ，今後に向けて大切なことは，誤同定を訂正したリストを改訂

版や分布リストとして引用できる形式で公表することであると考えている。

幸い，彼らは調査範囲を広げて現在も調査を継続し，中国新lillに述戦中の「海藻の話Jを加えて，新たに「広
島県の海藻図鑑Jの出版を企画中である。それぞれの分類群の専門家に，本誌の採集地案内(185-188ページ)に
紹介された南西海区水産研究所を訪問する|努などの機会を利用して，楳本の精査を望んでおられる。J!¥'I1'入に限ら

ず，連絡を入れてあげると，交流の輸が1:1:がり，お互いに有訴と考える。

出版元の在庫はすでにわずの、で， 務者の元に60illrを残すのみとなっている。注文は，著者 (73卜01広島市安

佐南区山本8-31-14回<1:1博)に直接ハガキで申し込めばよい。なお，本の送料と送金本|はJW1t入者の負担て、ある。

新井主主吾(株式会社 海i楽研究所)
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佐藤輝夫 :英国における海藻展示

ーイギリ ス国立自然、史博物館 -

王立植物園の場合 ー
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我が国ではあまり見られないが，海外の博物館や 石，ダーウインの穂の起源と彼の書斎の復元，ヒュ一

美術館を訪れると小学生や中・高校生等が授業の中で マンバイオロジー鉱物宝石等の展示がある。特に3

展示品の前で先生や係の方に説明を受けたり，スケッ 階には英国自然史コーナー (BritishNatural History)があ

チしている光景に良く出会う。そのようなH寺1m的な余 り，英国に生育する動植物が取り上げられている。そ

裕を持った学校教育カ リキュラムも談ましいがそれ の中に海岸の環境 (Theseashore environment)について

と同時に，海外の博物館等の展示システムの充実ぶり の展示があった。

にも驚かされてしまう。筆者は 1996年 12月に札幌市 岩礁帯 (Zonationon a rocky shore)のタイ トルの下

教育委員会 ・平成8年度国際理解放育に|刻する委託研 に飛沫帯 (Splashzon巴)，潮間帯の上部 (Uppershol巴)，

究で英国における生物教育の笑惰についての調査.jiJI 中部 (Middl巴shore)，下部 (Lowershor巴)の各々に生育

究で様々なタイプの中 ・高等学校 (グラマースター する海藻のスケッチがfdlかれている。Splashzone: 

ル、コンプリフェンシイプスクール，パブリツクス Cθ10placII tlwJlincola (地衣類)Upper shore: Fucus spimlis， 

クールなど)を訪問した。訪問した学校 (4校1:1:12校 Pelvetiacanalicll/ara. Middl巴shore:AscophyJlum nodosum， 

の生物室にはウエールズの海岸での臨海実習の11寺の海 Fucus serralus. F. vesicll/oslIs. Low巴rshore: Laminaria 

淡採集の写真と海藻標本やテーマ研究として海藻を digitata， L. sacchariTw. 

t及ったものを目に した。このようにイギリスでは小 ・

"1" ・ 高等学校の生物教育の中で実際に海へl~B かけ ， 実

物の海藻を見るためのl時間を設定している学校がある

ことも知った。今回は生物教育の研究調査との|均速で

ロンドン市内の国立自然史博物館 (Th巴NaturalHistory 

Museum)とロンドン郊外にある王立植物園 (The 

Royal Botanic Gardens， Kew)を訪れた時に，海藻展示

を見る機会を得たので紹介します。

1 国立自然史博物館

国立自然史博物館はロンドン市内の地下鉄サウス・

ケンジン トンから徒歩5分にある。18-19世紀に，世

界へ船出したイ ギリス人は，各地で珍しい生き物や鉱

物を収集した。その大半は大英博物館に寄贈された

が，ほどなく手狭となったため，1860年にその自然史

部門が独立することが決ま った。 建築はアルフレッ

ド・ウォーターハウスによるもので，移転を提案した

古生物学者リチヤー ド・オーエンが初代館長を務め

た。1881年にオープンした博物館は，まさにもう一つ

の大英博物館とでも呼ぶべき存在で，約 5000万点の

襟本を保有する。入り 口を抜けると巨大ホールが広が

り，その中央には全長26mの恐竜デイプロドクスの化

石展示があり 度f@ を抜かれる 。 海中如何手1H~動物， 化 図 l 国立自然史博物館 英国自然史コーナーにおける褐深

石，昆虫，11m乳類，エコロジー， 地球の歩み，人類化 Laminaria dig山
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医12王立植物園 MarineDisplayのある地下フロアに立つ

P.J.MOITisさん (右)と筆者。1111綬!照明が工夫されている。

さらにその近くで緑藻5種，褐i染14槌，紅i決9縫の

海藻の実物乾燥標本を見ることができる(関 1)。展示

されている淘藻は次のとおりである。

緑ì~~釘 Blyopsisplumosa， C1adophoru /"llpeslris， COdilllll 

βlJgi/e， Enleromolplw inlesluJIllis， Ulva lilClllca 

褐深刻:Ascophyllul11 /lOdOSlll11， C1adosleplJt/s spo/lgiosus， 

FlIclls sen百IL1S，F. spiralis， F. vesiculoslIs， Ha/idlys 

siJiquosa， Lan1inaria digiwla， L. saccharina， Pildina 

pavo/lia， Pelvelia cana/iculalil， Pelillonia filcia， Pilayella 

/inom/is， Rall古川 verrUCOSel，Snrgnssunl muticUl11. 

組j~'Jti : Almfe/tia plicata， Audoui/lella /"7oriduhl， Ceral11illl11 

ru bru 111 ， Cho/ldrus crisplls， Conli/i/la o!Tici/lallis， 

Hilde/lbnmdia rubra， Pall11山 iapal/lJllw， Phyl11i110IilO/l 

lenorl11andii， POlphyl<1 ul11bi/ica/is 

いずれも乾燥標本ではあるが，退色もしておらず岩

等の上に生育している桜子や垂直分布が良くわかるよ

うになっており ，なかなか而白い展示方法と思われ

た。経ごとに学名と簡単な説IYlが記載されている。我

が国に生育している海藻も数種見られた。さらに自然

史博物館には一般公開はしていないが約52075点の純

物桜木を持つハーバリウム (sM) がある。月~金l曜

日 の 41時 30分までで，予約があればIî!J ~'iできるとのこ

とであった。また，図書の完Jdでは「イギリス海藻誌

Seaweeds of the British JslesJ (The Nalllral H istory MuseuITI， 

London: HMSO)なども手に入れることができる。

2王立植物園

ロンドン郊タト，テム ズ河田|ーのリ ッチモンドは，

ジョージ2i止やジョージ3i止が愛した静かな旧陸l地街

である。1759年，建築家，造図家，ナチュラリストな

と手の手助けを待て，皇太子フレデリ ック未亡人オーガ

スタがここに植物園を作り始めた。そして彼女の死

後，息子のジョージ31止が組物園として本絡的に捺備

し，現在では 120万m2を有する 世界最大級の純物|重iで

ある。入口でチケ y卜を購入し，おIJ設者オーガスタ皇

太子妃にちなんで命名された ，皇太子妃の浪室

(Princess of Wal巴SConservalory)を見学した。サイズの

迷う三角形の部屋を幾重にも連ねているのは，この i

椋で10の気候'}ifを再現しているためで、おかげで砂漠

に育つアロエとアマゾンのII!s迩が問問している。次

に、ノTーム ・ハウス (1'almHouse)を訪れた。1848ij:: 

に完成したパーム ・ハウスは、パーム (ヤシ)に代表

される熱帯植物のために{午られた iJÎlt~主で、そこにTTて

られたゴムやパンの木は熱帯ーに旅行したことがない当

時の人びとを驚かせた。設計者デジマス ・バードンは

|付音1¥の熱を逃がさないように鉄と刀ラスで作った盛岡

をカーブさせている。

お目当ての海淡展示はその地下に展示されていた。

MaJ川 巴 Displayと名付けられたそのフロアで Living

Coll巴ctions0巴parlmenlのP.J.Morris氏にお会いし，すべ

ての水柿展示とそのrl'に生きたまま飼育している熱

情， iilit;市，来;庁};に生育するん~ì~~についての説I~J を 受 け

た(図2)。彼は世界各地の淘謀を粁j力的に採集してい

る力で， 日本にも 3}立来られて，i'i'純の海を訪れてい

る 。水村i展示の配~IJ は大きく熱帯， at，;百，集結別になっ

ている。水温や!限度がそれぞれ設定， fIll]術lされ管理u状
態がかなり良<，海藻の飼育状態も本来の色や形状が

保たれていた。 水槽の中には魚類や小切~q均等 も同居し

ていた。英国の海に生育する海誕の水作jには緑i巣Ulva

hlclllca，褐藻 Ascophyllul11/lodosul11， Fucus serrilfus， F. 

spira/is， F. vesicllloslls， Lamin<lria digiulliI， L. sacchari/la， 

Pelvecia canaliculalaなどが生きたまま見られ北海道太平

洋官!IJの海に似た海中j孔景であった (図3)。日本から人

為的に外国へ述ばれたとされる設で1972年に英国で初

めてその生育が報告された SiIIgassul11lllLlliculllタマハ

ハキモクの水槽展示もあった(録者も ，英国南jギの

ドーセッ ト州スウ ォニッジ海岸で思いがけず採集する

ことができた)0 7mt;f;~: ， 亜熱帯に主1=. Tlー する海藻の水41111 に

は島ki渠Cau/e/paSp.， ChldOphOl<1 Sp.， E1JIerolηolpha Sp.， 

Halil11eda Sp.， V，lio/lia l11acrophysaと海産経子植物の
ZOSlera Sp紅i築Coralli/laOffici/lalis， Gri1le/Ollphl Sp等が

見られた(1豆14・6)。さらにスタッフの研究スペースま

で案内して頂き ， 各極海i~~飼育タンクを見ることがで

きた (~17 ) 。 やはりこれだけの生きた海藻展示を維持ー

するには充分な設備が必要なのである。itl:界各地で採

集したì~~体を水利iで飼育しており ， 水Hilや n罰j文等の生
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区13-6.Marinc Displayの水槽展示。Izl3.Lul1illilriildigit叫 t。図4.Chldophora spおよひ、GrmeJollpiilsp.o Iz15. OlUJerpil sp。医16. HilJimeda 

印刷中央1i.¥に見えるのはタツノオトシゴ。(蛾彩 :1ヒ山太樹)

育条件にも気を配っていることや遠くからの採集した

海淡の運搬の苦労話等を聞く ことができた。研究用飼

育のタンクから数種類(Ascophyllumnodosum， Caulelpa 

prolifera， Caulerpa Jaxifolia.， Halimeda IUJJlI， Penicillus sp.， 

U/V<lSpーなど)を標本用に頂いた。fTheMarine DisplayJ 

という冊子を園内の売応で購入 (50ペンス)できるが，

その中にはイギ リスのみならず世界の藻類，採集，培

図7.Marine Displayを支える研究ftl飼育水櫛。

養，海洋汚染や有周波類の研究等についても脅かれて

いる。このように世界各地に生育する海藻を生きたま

まの状態で水術展示しているのは興味深<，世界の植

物を精力的に収集してきた王立植物園ならではの展示

と思われた。

英国滞在1-1"に王立Hii.q均図の P巴1巴rJ. Morris氏を紹介
してmく等，今回の調査 ・研究に全面的に支援して頂
いた英国 I~t星国際大学の参加|学習推進室 (PSPS ) の深

野利恵子先生にl享く 納l礼1:1'1し上げます。原稿を校Ill.Jし

てl頁き，一部写真を提供して下さった国立科学博物館

植物研究部の北山太樹博士に深謝致します。本研究は

札幌市教育委只会・平成8年度国際理解教育にIlI，Jする

研究委託によ って行われました。国立自然史博物館，

王立植物閣の庇史的経緯は.ITs社の「街物語イギリス

(1995)Jからヲ1)日しました。

(〒004札幌市悲平区北野3条4丁目

北海道札幌ij~í 岡高等学校)
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【国立自然史博物館】

所在地 CromwellRoad， London SW7 5BD， UK， 

TEL: +44・171・938・9123(代表)，インターネットホー

ムページ:http://www.nhm.ac.uk/.交通:地下鉄South

Kensington駅から徒歩5分，開館時間:10時(日曜日

は11時)-17時50分，休館日:12月24-26日，入

館料:5ポンド(ただし5-17歳・学生・ 60歳以上は

2.5ポンド)。

[王立植物園I
所在地:Kew， Surrey， TW9 3AB， UK，τ芭L:+44-181-

940・1171 (24時間テープ案内)， FAX: +44-181-332-

5610，イン夕一ネツトホ一ムペ}ジジ、 :h】ttp://

www.r句kew.or砲g.uk/ん，交通:地下鉄KewGa訂rd必ens凶s駅から

徒歩1ω0分，開園時間:夜明け~日暮れ，休館日:年中

無休，入園料:4ポンド(ただし5-16歳は1.5ポンド，

学生・ 60歳以上は2.5ポンド)。

、、
お願い

この企画では、藻類を展示・保存・応用している博

物館、水族館、植物園などを紹介していきます。藻類

のユニークな展示・普及教育・標本管理などを行って

いる圏内外の機関について会員からの情報をお待ちし

ております。

連絡先:

干 305 茨城県つくば市天久保4・1・l

国立科学博物館北山太樹

TEL:0298-53-8975 

FAX:0298・53・8401

e-mail: kitayama@kahaku.go.jp 
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飯間雅文 :インドの藻類研究の紹介

筆者は，1996年 10J'J 20日より翌ヲ7年 i月 15日ま

で3ヶ月間にわたり，日本学術振興会の特定国派遣研

究只として， rインド産有j干l紅?~長各種の生育分布調査j

の研究諜題のもと，インド、北西部のパフ'ナガル市にあ

る国立中央塩類海洋化学物質研究所 CenlralSall & 

Marine Chemicals Research Inslilule (CSMCRI)に滞在

する機会を得ました。 滞在 "F' は イ ンド各地で大71~海産

i架~j'i各種の採集とその一部の培養株分間tを行い ， また

多くの海渓研究者との交流を深めてきました。ここで

は日本では残念ながらあまり知られていない，インド

の藻類研究の現状をご紹介したいと思います。

パプナガル市はボンベイの:ltlLfj約300km(直行使で

ボンベイ杢港から約 45分)にあり(区I1参照)， 

CSMCRIのほかに総合大学もある人口約40万人のIIfJで

す。当地は昔ーから遠浅の泥干潟海岸を利用した製塩業

が盛んであり，その縁もあって CSMCRIが 1954年に

設立されたとのことです。

この CSMCR1には高知大学の大野正夫教授が 1980

年に JAICAの研究員として 3ヶ月間滞在されていま

す。大野先生はその長期滞在に先立つ l年前の 1979年

にも， CSMCRJで開催されたインド洋海域の海産諜類

国際シンポジウムにも参加されておられ，その参加記

ーム

可、 '‘.' 、
、、

/ デリー• 
J与、f、 -~、
i'¥円_，"--~i..町、、
\\ '~-".r...._(~;，-''''' '-'")て了 ./-''¥) 

」~-F、4J j 
、、 、ーーーー- ‘ 
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図 l 筆者が主に滞在したインド囲内藻類研究機関

区12 パプナガルCSMCRI全景

を藻類27巻2号 (p.108・110)に東海大学海洋学部山田

信夫教授と共著で寄稿されています。そこで当時の

CSMCRIならびにインドの藻類研究の事情が紹介され

ています。

本稿では大野先生・山田先生の寄稿文と重綾する点

も多々あるかと思いますが，米読の読者もおられ，な

おそれから 18年が経過していますので，より一層の日

本 ・インド両国間の藻類研究者の交流が深まることを

願って，インドにおける藻類研究の現状の一端をご紹

します。

現在 CSMCR I には研究者 1 00 余~" 技官 200 余名 ，

その他 100名弱の計約400名が勤務する 日本の国立研

究所と比較しでも大規模な研究機関です(図 2)。

その中では化学部門に比べ少人数とはいえ海球部門

図3 CSMCRI 海務部門スタッフ一同と(右端はC.R.K.Reddy

停士)
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図<1 ゴア NIO全長

(Marine Algae Discipline)は部長の Dr.O.P.Maiah以下

12名の藻類学者を有する一大泌知研究室でした([主|

3 )。

Maiah防士は海路養殖が専門で， 1984年来日されて

向如|大学の大野先生の研究室に半年|間滞在され，その

II¥J日本各地の漆類研究者とも交流されたため，ご記↑E

のブfも多いかと思います。

12名はそれぞれ4つのグループ (Dr.O.P.Maiahを中

心とする海藻養殖グループ， Dr.A.K.Sidc1anlaの海藻抽

出物化学グループ， Dr.C.R.K.R巴ddyの海藻パイテクグ

ループ， 以上I.V.Joshiの海洋汚染グゾレープ)に分かれて

所属しています。この 12~，の他に，さらにイント'")1;':商

~'II(J t~: I ~ タミルナドゥ 州、|に ある CSMCR 1 1(ftm'~マンダパン海

諜研究所にも所長の Dr.P.V.SubbaRao 以下 4~，の務類

学者がおり，筆者はCSMCRIだけで言1'16名の藻類学者

と知り合うことができました。

インド藻類学会は，1995 il~ で 3S 巻を数える Phykos

という学会誌を出版するかなりの歴史を持つ学会であ

りご存じの方も多いかとJLlいますが，最近はシアノバ

クテリアを中心とする microa1gaeの研究論文が主体の

ようです。大形藻の研究者は広大なインド全体でもそ

う多くなく，このパブナガルのCSMCRIが最大鋭棋の

ようでした。

鋒者のCSMCRIでの受入研究者はDr.C.R.K.Redc1yで、

した。 Reddyt事士は 1988年筆者の長崎大学赴任の直前

に文部省国費留学生として来日，大学院海洋生産科学

研究科1>>/τlご後期諜税に入学し，旅I:ElPJI二教授の指導の

した後1993年に帰匡1， 当初f究所で'#lf:l.見:バイオテクノロ

ジー研究グループの主任研究員として活限していま

す。

インドでは海藻は日本のように食用には一切mいら
れず，もっぱらアルギン酸原料としての利用がさかん

ですが，このCSMCRIの海藻研究部門では新たな海藻

利)fJをめざして，緑藻アオサ釘[や紅7*類からの医薬ilfl
や生理li活性物質を目的とする成分1111出分析の研究，そ

れと平行してその材料海藻の主主殖研究，さらに生活相l

7Jくによる環境汚染の指紋生物としての諜級生態研究な

とW高広い分野で、の研究が行われています。
滞在中あちこちの海岸へ採集に辿れて行っていただ

き，また海i栄養殖試験結果などを見せてもらいました

が，現地では日本の進んだ海i栄養殖技術の導入を切に

望んでおり，研究者のみならず民間企業で笑際に海藻

養殖技術の1m発普及に11Y.り組んでいる方々に，インド

に来て笑地に養殖技術を指導してもらいたいようでし

た。

逆にCSMCRIには，研究所の設置目的からすれば当

然のことかもしれませんが，応用藻類学:分野の研究者

のみで，分類や生態，生理j!など基礎的分野を主にされ

る)Jはいらっしゃいませんでした。パブナガルには大

学もあり ますが，大勢の藻類学者を擁する研究所とは

対照的にi菜類研究者はおらず，インドも日本以上にい

ささか笑学偏重であるとの感を持ちました。

これは日本にもあてはまるかも夕、nれませんが，イン
ドでは基礎分野に後継者が不必しているものの，応川

重視の予算配分のため後継者が育たず，これからます

ます分級生態なと当日従 i'1~ 7}世fの法類学者不足に拍車が

かかるのではと心配されます。

Reddy博士によると，広大なインド沿岸域に生育す

下， 緑i謀築アナアオサとスジアオノリの席属~11-問i目削1リl凶純紺細11胞融合の 凶 5 マドラス近刻郊lアルギンR般史布利紡t1j製工場倉!五庫;1主11に山般みの

f砂研り肝f究でで、学位を]取収符し，1 l'年ド判凶11問iH川[j水産学部助手として勤1務方 T日υ山J刷台が伽/1川川n附7川‘a山川/1円1叫 5"剖咋r偲E‘川t附削s
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図6 海岸で天日下しされる Turbirwria，Sargassum (マンダパ

ン近郊海岸にて)

る全ての海藻のHi同定を行える分類学者は，いまやほ
とんどいないとのことでした。

筆者はCSMCRIマンダパンの海藻研究所の他に，マ

ドラス大学，ゴア大学，コ'アのl王|立海洋研究所も訪問

し，そこで主に 11本の食糧Lt1fiWとしての海藻利用とそ

の大規模養殖方法について講演し，名l也の研究者と会

うことカずできました。

筆者が現有指i詳しているイン ド人間学生の母校であ

るインド西岸のゴア大学には，大形i!in業を専門とする
方はいらっしゃいませんでしたが，同じ市内にある

CSMCRI以上に巨大な|主|立海洋研究所NationalInstitute 

of Oceanology (NIO) (1立14)には，21"，のiffj.渓研究者が

おられ， Headの Dr.A.G.Untawal巴とその下の

Dr.Gitanjari D巴shull1ukeに会うことができました。

Gitanjari博士は， 北海道大学互H学音11附属iun築研究施設

で舘脇正和教授(現名持教綬)の指導の下で学{立をJllI.

得し数年前に帰13<1された， CSMCRIのDr.Reddy同桜 11

本留学経験をもっ岩手ifijii!i¥研究者で，立派な研究所の

中でアマノリやヒトエグサの培養研究に元気に励んで

おられました。

マドラス大学では大形ill}.緩からの肥料抽出を研究さ

れている Dr.Rangsull1Yに会いました。Rangsamyf事士は

数人の学生とともに，室内および海岸でのオゴノリタ

ンク養殖に取り組んでおられました。

マドラスでは近郊の SNAPアルギン酸海藻工業

(株)工場(凶5)を見学することができました。この

アルギン酸の原本|であるSmgas此IIn，Turbinarudtiは，近

郊の海岸の~#~場から採取され，海岸で天日干しされた

後(図 6)，工場へ述ばれます。精製されたアルギン円安

は，インド国内のみならず海外(アフリカ諸国など)へ

もil!市出されているとのことです。
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11本では海藻利用は食川が主ですが， 1止界的には筆

者が昨年インド滞在の前に訪1mしたノルウェーでもそ
うであったように，アルギ ン酸やカラゲナン ・寒天な

どの工業用原料としてのイメージが~I，叫に強いという

ことを，あらためて再認識した次第です。

以上宅者が滞在訪問したインドにおける大形藻頒研

究の全体の印象をまとめますと，アルギン酸 ・カラギ

ナン ・笈天以外の海藻干IJJTJ(医薬品，肥料，生理活性

物質など)のJ:i:.ITJf箇に積極的にI絞り組んでいることを

印象ぶかく感じました。応川分間i'(ilijl原産業)の研究

者は多数おり，その熱:iJ:にはかなりのものがありまし

た。また，現在は工業用のみで食用にはいっさい利用

されていないイン ドの海泌を，インドの人々も将来は

食川にしたいと真剣に言われたことが印象に残ってい

図7 CSMCRIでのワカメ味日間汁試食会 (左端ーはO.P.Maiah

t\ll~ 1:) 

ます。その反面，分類や生態的な研究をする人が，国

の大きさのjlflJには少ないように思えました。

またインドにおける電力事情は予忽以J'に思わしく

なく， 11J日のように突然公・m:しそのたびに lf時間~数

H寺II¥J研究を"，断しなければならない厳しい研究環境で

ありながら，各研究者の皆さんは，大形プロジェクト

予tiで獲得した新しい実験機昔話を駆使して研究に取り

組んでおられました。

常者の帰同直前には， 日本から持参したワカメ入り

インスタントl床11白汁をお111前になったCAMCRIのブI々

に振る持ったと ころ，思いの外好評でした (図7)。

以後に，このtlll文を読んで下さったLl4'のi菜類研究

者のブJが，インドに関心を持たれて近い将来訪問の機

会を持ち，インドの諜類研究者とより一川交流をもた

れるようになることを望んでやみません。

(ιi訓奇大学環境科学部n然環境保全講座
干 852KI~I.Hlï文教IIrj' 1-14) 
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神谷充伸 :第6回国際藻類学会議報告

本会議は国|務諜類学会が王俄となり、これまでに ポスタ一発表(教会で 11則前)という、大学と教会の

ニューファンランド(カナダ)、コペンハーゲン (デン 聞を 1EIに2国歩いて移動するといった形式で進めら

マーク)、メルボルン (オーストラリア)、ダーラム(ア れた。教会を利用した点はユニークで新鮮だったが、

メリカ)、チンタオ(中国)のJili'iに3年毎に開催されて テレピのモニターにゆとし出されたスライドが小さく見

いる。今回の第6悶国際i菜類学会議はオランダのライ にくかったこと、 ポスター会場としては狭く暗かった

デンで平成9年8月9日から 16日まで行われた。ライ ことなど、あまり実用的ではなかったように感じられ

デンは国内で2番目に大きな旧市街をもっ者1S"fliである た。著者は主に進化-系統に|羽するセッションを聞い

にも|主lわらず、地元の人たちゃ学生がのんびりと暮ら ていたが、核酸の境基配列に基づく分子系統学的解析

す、 !震史的な伝統をもっ 118 といった5)~聞気である 。 日 を取 り入れた発表がかなり多かったのが印象的だっ

本でもお瑚iI染みのシーボルト、レンプラント、デカ ル た。ポスタ一発表では色をふんだんに駆使したカラフ

トなどが暮らしたのもこの|町である。8EI/lJJの会期の ルなものが大半で、紋型をftl1jり付けたものや3Dメガ

うち 4日IlrJで基調講演4、シンポジウム 64、仁l頭発表 ネをi耐えたものなどユニークなポスターもあった。

154、ポスタ一発表338について発表-討論が行われた。 宿泊に関しては、ホテル、学生寮、ドミト リーなど

がj回のチンタオの会議と比べるとシンポジウムとポス 様々な宿泊所が用意されたが、ライデンの問はあま り

タ一発表の数がかなり増えている。出席者は 600名近 ホテルが充実 していないらしく、パスで l時1mかかる
くいたが、本会議はアメリカ藻類学会とジョ イン卜と ホテルに割り当てられた参加者も少なからずいたよう

いう形で行われたためかアメリカからの出席者がかな だ、った。昼食は大学:レストランにおいてバイキング形

り多かった。 式でm~、された。 パンがなかなかおいしく、毎回食べ

会議はライデン大学と大学から歩いて5分ほどのと 過ぎて午後の口頭発表のときは"民く なって少々困っ

ころにある翠ピータース教会で行われた。IJf.J会式は談 た。会議期[1:1']1:1"は常にlIi'l天で、毎日 28度近くまで暑く

長 (w.F. Prud'homme van Reine)、IPS会長 (M.Guiry)、 なったが、例年これほど暑い日が続くのは珍しく、こ

アメリカ藻類学会長(しJ.Gofr) らの挨拶によって進 ちらでは異常気象らしい。多くの民家がエアコンを持

められたが、スピーチの合間にはオルガンやフルー ト たないせいか、夜遅くまで通りに椅子をおいてビール

の演奏が行われ、美しい音色が教会中に響きわたり 、 を飲んだり話をしたりしているオランダ人をあちこち

参加者の耳を楽しませてくれた。大会は、午前中に基 で見かけた。著者も毎晩水路のほとりでハイネケン

調講演 (教会で 11時間)とシンポジウム(ライデン大 ビールを飲んで涼をとっていた。

学で21時間半)、昼食後に口頭発表(大学で311寺UJJ)と 大会なかびはエキシカーションで、全EI、半日あわ

ポスター会場でのひと こま (左ーLind‘，G，‘Iham右.械't1l1TI1I紀 型ピータース教会でのはi会式。(写真 :紛山亜紀子，東北大学)

子)
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せて19のコースが用意された。全日コースは湖やダイ

クなど水辺に行くものがほとんどだった。懇親会は

“semi-floating banquet"ということで船をイメージした

レストランで行われ、生バンドによる演奏やカジノ

(もちろんお金はかけない)が宴を盛り上げていた。

少々脱線するが、ライデンの町には博物館がいくつ

もあり、大会の合聞をぬって博物館めぐりを楽しんだ

参加者も少なくなかったようだ。著者は科学博物館し

か行けなかったが、そこには初期の光学顕微鏡や電子

顕微鏡をはじめとして、年代物の科学機器や19世紀の

エキササイズマシンやマッサージ器など、一目見ただ

けでは何に使うか見当もつかないような道具が多数展

示してあった。展示品の多さもさることながら、小さ

な建物をうまく利用した展示や、実物を動かして原理

を学ぶコーナーなど、細部にわたる工夫に驚嘆させら

れることしきりだった。

閉会式は教会でしめやかに行われた。M.Guiry氏に

よるパーペンフス賞の発表(計5点)の後、第7回国際

藻類学会議開催地であるギリシャの紹介が1.Tsekos氏

により行われた。次回から本会議は4年毎になるそう

で、次は2001年に開催ということになる。著者は国際

藻類学会は初めての参加だ‘ったが、興味深い発表が多

く、最近の研究の動向を知ることができた点で、とて

も有意義な大会だったように思う。

(干 656-24 津名郡淡路町岩屋2746神戸大学

・内海域機能教育研究センター)

(編集委員長より)ご本人は本文中で触れておられま

せんが，この参加記を書いてくださった神谷充伸氏が

パーペンフス・ポスター賞の受賞者の一人であること

をお知らせします。おめでとうございます。
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増回道夫・.伊藤泰ニH ・松尾嘉英・・.鈴木稔“:琉球諸島産紅藻アカソゾ(イギス目)のセスキテルペノイド

紅藻アカソソーLaurenciamajuscula (Harvey) Lucas (イギス白フジマツモ科)の竹寓島と波照間島(琉球諸島)の2個

体群は形態学的特長と含ハロゲン二次代謝産物によって特長づけられる。これらの個体群は他の地域の個体群よ

りも小型で細い藻体をもっ。二次代謝産物として他の個体群とは異なった2種類のカミグラン型セスキテルペノ

イド，(2R，3R，5S)・5-acetoxy-2-bromo-3-chlorochamigra-7 (14 )，9-dien-8-oneと(2R，3R)・2・bromo・3-chlorochar凶gra-7(14)，9-

dien-8-oneおよび1種類のロウラン型セスキテルペノイド， debromoisolaurinterolを含んでおり，ソゾ属の単一の種

に見られる chemicalracesの概念と一致している。(*060札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究

科生物科学専攻 "060札幌市北区北 10条西5丁目 北海道大学大学院地球環境科学研究科物質環境科学専攻)

堀口健雄・.久保文靖“:北海道から採集された新種の砂地性有殻渦鞭毛藻 Roscoffiaminor sp. nov. (ペリ

ディニウム目.渦鞭毛藻網)について

北海道石狩浜から新種の砂地性有殻渦鞭毛藻Roscoffiaminorを記載した。本種は海岸の波打ち際の近く，及び

そこから 25m陸側の地点(深さ 1m)から採集された。このことから本種が真正の砂地性渦鞭毛藻であることが

わかる。 Roscoffiaminorは従属栄養性で葉緑体や眼点を欠いている。細胞は扇平な帽子状の上殻と大きくて半球

状の下殻とから成るが，このような形態は他の典型的な渦鞭毛藻類とはかなり異なっている。鎧板配列式は:Po，3'，

la， 5"， 3c， 3s， 5・ヘ 1"11である。これらの特徴的な形態や鎧板配列は本種がRoscoffiacapitataに近縁であることを示

している。しかしながら後者とは，細胞のサイズが小さいこと，指状の突起を頂端にもつことで区別される。上

殻の鎧板配列はポドランパス科と同一であるが，一方，下殻のそれはコングルエンテイデイウム科のデイプロプ

サリス亜科のそれと同じである。従って，本種はこれらの分類群の中間的な位置を占めるように考えられるが，実

際，どの科に所属させるべきであるかに関しては結論は出せなかった。(*060札幌市北区北10条西8丁目 北海道

大学大学院理学研究科生物科学専攻，柿380長野市西長野6ノロ 信州大学教育学部理科教育専修)

市村輝宜:単細胞単相環藻類，ミカヅキモ交配群A(鼓藻目，緑藻門).の接合胞子の子孫における減数分裂後

の生存率に影響を与える隠れた有害遺伝因子

単相環緑藻ミカヅキモ Closteriumehrenbergii Meneghini ex Ralfs種複合体の交配群Aにおいて，単一接合胞子

の2個の発芽個体を単離培養することによって子孫の生存率を調べた。独立した6回の実験による交配型プラス

のM-16-4aと交配型マイナスのM-16-4bの交配のF，子孫の生存率は86-96%，平均93%標準誤差1.4%であり，ほ

とんど変異が認められなかった。この交配から得られたプラスとマイナス各々8クローンのF，の聞で交配した結

果生じたF2の生存率は24-100%，平均70.8%標準誤差2.2%となり，大きな変異が認められた。プラスのF，クロー

ンを同じマイナス親株M-16-4bに戻し交配した8，の生存率は32-83%，平均58.3%標準誤差6.8%，別のマイナス親

株R-13-20に戻し交配したB，の生存率は85・97%，平均92%標準誤差1.6%となり，両戻し交配の間に有意な差が

認められた。またマイナスのF，クローンを同じプラス親株M-16-4aに戻し交配した8，の生存率は56-90%，平均

68.3%標準誤差4.4%，別のプラス親株R・13・131に戻し交配したB，の生存率は78・93%，平均86.1%標準誤差1.6%

となり，雨戻し交配の聞に有意な差が認められた。明らかに子孫の生存率は，外交配(M-16-4aX M-16-4b，および

F，をR-13-20またはR-13-131に戻し交配)と内交配(F2および、F，をM-16-4aまたはM-16-4bに戻し交配)でかなり異

なる。このような結果は，接合胞子の減数分裂後における子孫の生存率に影響を与える有害遺伝因子の存在を，

通常外交配しているミカヅキモ交配群Aの野生株を内交配させることによって示すことができることを示唆して

いる。(051室蘭市母恋南町1丁目 13番地 北海道大学理学部附属海藻研究施設)

岩本浩二・猪川倫好:コモングサ(褐藻類，黄色植物門)におけるグリコール酸代謝とグリコール酸オキシ
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ダーゼの細胞内局在

褐藻コモングサSpaω'glossumpacificum Yendoの粗抽出液中にグリコール酸代謝に関与する7種の酵素，すなわ

ち，ホスホグリコール酸ホスファターゼ，グリコール酸オキシダーゼ，グルタミン酸・グリオキシル酸アミノ基

転移酵素，セリン.ヒドロキシメチル基転移酵素，アミノ酸ーヒドロキシピルピン酸アミノ基転移酵素，ヒドロキ

シピルビン酸還元酵素およびカタラーゼの活性が存在することを明らかにした。また，黄緑色藻のグリコール酸

代謝に関与しているとされるリンゴ酸合成酵素の活性は，コモングサからは検出できなかった。

ショ糖密度勾配遠心法によりグリコール酸代謝に関与する酵素の細胞内局在を調べた結果，グリコール酸オキ

シダーゼ活性は，ペルオキシソームの指標酵素であるカタラーゼと同じショ糖密度1.23gcm・4の画分中に検出さ

れ，セリン.ヒドロキシメチル基転移酵素活性は，ミトコンドリアの指標酵素であるイソクエン酸脱水素酵素と

同じショ糖密度1.21gcm・3の画分中に検出された。これらの結果から，褐藻コモングサにおいてグリコール酸は，

陸上植物と類似の代謝経路を経てグリセリン酸に代謝されることが示唆された。(305茨城県つくぽ市天王台1・1・1

筑波大学生物科学系)

Markus Kapp・RolfKnippers・DieterG. Muller :褐藻に感染する DNAウイルスの新しい仲間

1990年以来Ectocarpus，Fel<伽 annia，Hincksiaおよび時Tiotrichia属の褐藻6種においてウイルス感染が記載さ

れてきた。これらの病原体は健全な宿主の培養株へ実験的に伝染させることができる。新たに得られた分子生物

学，生化学的データを加えて概観すると，これらのウイルスは二本鎖DNAのゲノム，感染の過程，形態，広範囲

にわたる溶原性，および狭い宿主特異性といった共通の性質を持つことが示される。これらは全ての植物ウイル

スの中で褐藻のウイルスに特徴的な性質である。(Facultyof Biology， University of Konstanz， D-78434 Konstanz， 

Germany) 

Bettina Bischoff-Basmann' ， Inka Ba巾 ch"・BangmeiXia"・.Christian Wiencke' :熱帯の海南島{中華人民

共和国}の大型藻の温度に対する反応

海南島(中華人民共和国)で採集された熱帯性の大型藻24種の温度耐性が調べられた。いくつかの培養株につい

ては生長反応曲線も決定された。これら太平洋西岸熱帯域の株の生存上限温度(USTs，32-37'C)は，大西洋熱帯域

の種類のものと同様である。生存下限温度(LSTs)については，調べられた種類は大きな変異を示す:12種類

(Hypnea musciformis (Wulfen) Lamx. var e，呼恕，riJ. Ag.， Cen伽 :erasclavulatum (C. Ag.) Mont.， Fa1kenbergia hil1enbrandii 

(Bomet) Falkenberg， Gelidiopsis intricata (Ag.) Vickers， Halymenia maculata J. Ag.， HYl目'neacenomyce J. Ag.， Hypnea 

spinel1a (C. Ag.) Kutz.， Gracilaria changii (Xia et Abott) Abott， Chang et Xia， Dictyopteris ~戸'ns(Okam.) Boerg.， Laurencia 

cartilaginea Yamada， Gelidium pusil1um (Stackh.) Le Jol.， Laurencia sp.)のLSTは16'Cと 7'Cの間である。それらの

LSTsと生長に必要な温度範閤(15-30'C，至適温度25・30'C)は，大西洋西岸熱帯域や大西洋周辺の(亜)熱帯域の大型

藻，および大西洋熱帯から暖温帯域に分布する種類の熱帯域から得られた株のそれらと概ね同様である。残りの

12種類(日vaconglobata町ellm.，Ulva fasciata Delile， Padina boryana Thivy， Dicty，ω:phaeria cavemosa (Forssk.) Boerg.， 

Boodlea composita (Harv.) Brand， Boergesenia forbesii (Harv.) Feldm.， Cladophora vagabunda (L.) van den Hoek， 

Bnteromo.伊，hacompressa (L.) Grev.， BnteromOIpha in帥血alis(L.) L泊k，Gracilaria tenuist伊'ita飽Changet Xia var liui Chang 

etXia， Mono蜘 manitidum Wittr. and Valonia aegagropila C. Ag.)は6'Cとζ1'Cの聞のLSTを有する。それらのLSTs

は熱帯から(暖)温帯域に分布する大西洋の大型藻のそれと大部分は同様である。様々な種類における温度要求性

の発達を引き起こす要因に関連して結果を考察する。(‘AlfredWegener Institute for Polar and Marine Research， Am 

Handelshafen 12， D 27570 Bremerhaven， Germany，帥HelgolandBiological Station， Hamburg Cen回，Notk!es回se31， D 

22607 Hamburg， Germany，山Instituteof 0∞anology， Academia Sinica， 7 Nan Hai Road， Qingdao 266・71，P. R. China) 

Wei Huang*・藤田雄二帥:紅藻数種類のカルス誘潟と葉状体の再生

紅藻 14種の無菌葉片からカルスが誘導された。カルスの誘導には植物成長調節物質インドール・3・酢酸(IAA)

と6・ベンジルアミノプリン(BAP)を添加したASP12N1司A固形培地(1.5%寒天)を用いた。 IAAまたはBAPの0.1mg/ 

Lか1.0mgんの添加は，供試したほとんどの種類でカルス誘導率あるいはカルスサイズを促進した。 IAA(O.1mg/ 



L)とBAP(O.1mg/L)の組合せ添加lは8筏類のカルス誘導に最も効果的であった。一方，高濃度のIAA(1 0 mg/L)は

カルス誘導に阻害的であった。誘導されたカルスは，カルスの形態，発生組織及び色彩において種類による相違

が認められた。カルスは糸状，楕円状及び球;犬細胞の迎鎖あるいは不規則な細胞塊から構成されていた。6種類

の業片から切りllllfされたカルスは，継代培養によって継続的成長を示した。細分したカルス;塊をPES培養液に移

した結果，7種類では芽の形成と禁状体の形成が観察された。(852長崎市文教11汀ト14 長崎大学大学院海洋生産

科学斗冴究科長11崎大学水産学部)

小河久朗.・ 藤田 賀 ワカメ (コンフ目司 褐藻類)養殖への施肥効果

養殖期間中に品質と収量低下の原因となる栄養塩不足の解消を目的とした，緩溶性リン酸アンモニウム肥料

(多孔質プラスチック被被)の施jJ巴試験をワカメ Undariapinnali行da(Harvey) Suringerに行った。施肥l亙でのワカ

メの収量は，対照区に比べて 17-40%良かった。さらに，養殖期間中に2ITI!の収殺ーが可能であり，品質もj肥料拡散

域外のワカメに比べて良かった。 湾出 し た N町一N は ， 施)]~区外の Nト14 - N の濃度を超えることはなかった。 これ

らのことから，この肥料は水質汚染を起こすことなく ，収量と品質の改善に効果のあることがわかった。(‘022-

01岩手県気仙郡三陵町越喜来字鳥頭 160-4 :1ヒ里大学水産学部 "100東京都千代田区丸ノ 内2丁目 7-3東京ピル

チッソ株式会社)

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •••••• 
学会への寄付金について

- 日本務類学会は，本年4月以降，下記の寄付金を受領しました(敬称略)。 学会運営上， 貴重な資 ・
・ 金援助を!!lhりご厚意、に感謝いたします。 . . . •••••••••••• 86，000円 匿名希望

50，000円 横浜-康継

出版物配本余剰l金より

r r毎i来のおしばJ1:11税より
150，000円 南雲，堀口，出井，真111，井上，藻類絵はがきの会

走査定子顕微鋭写其の出版物への転戦謝礼金

30，000円 石川，横浜 水族館での藻類写真利用の謝礼金

27，750円 藻類絵はがきの会 絵はがき頒布売上金

100，000円 藻類学会企画委員会 i菜類スライ ド í)r~;(iï売上金

1，500円 匿名希望 書評用図書 (寄付)の買い上げ金

3，000円 匿名希望 フォト CDの'1記載謝礼金••••••••••••••••••• 
なお J B長類学会は，英文誌和文誌の維持と充実のために資金を必要としております。会員の皆様

の積極的なご協力を期待しております。

寄付金の送付先 :

第一勧業銀行京都文応普通 1333179日本謀綴学会

郵便振替口座 00130-6-360456日本藻類学会事務局

日本藻類学会

• • . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・
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学会・シンポジウム情報

1997年12月9日ー12日:Gelidiumワークショップ

GELlDIUM 11 Int巴rnationalWorkshop， Las Palmas Gran 

Canaria， Canary IslancIs， SI河川 辿絡先:巴ーmail

gelicIium@ciemar4.ulpgc.es 

1998年3月26日-27日:日本藻類学会第22回大会 (下

回) (詳しくは本号の案内をご覧下さい)

1998年4月12日-17日:第 16回国際海藻会議 The 

16th International Seaweed Symposium， Cebu City， 

Philippines. Full paper ancI poster presentations ar巴invitecI

on all aspects of seaweecI research ancI lItilization， inclucIing， 

but notlimitecI to: applications， moleclllar biology， ch巴l1lical

ecology， community巴cology，taxonol1lY， chemistry， 

physiology， resource Illanagement， biogeography， pollution， 

cIis巴ases，microalga巴，aquacultur巴.Those wishing to organize 

sp巴cials巴ssionsor topics， pleas巴contactillllllecIiately the 

organizers 述絡先:Dr. Gavino Trono， Jr.， Marin巴Science

Institllte， University of the Philippines， 1 101 Dililllan， Q.c.， 

Philippines. Fax. (+63-2) 921-5967; 922-3958巴Illail:

trono@lllsi.lIpcI.ecIu.ph (詳しくは本号の案内をご覧下さ

い)

1998年4月16日 17日-藻類の凍結保存に関する国

際シンポジウム InternationalSymposium on the 

Cryopreservation 01 Algae. University 01 Texas Campus 

in Austin， Texas. The purposes of the sympos山mare (1) 

to cIisseminate information regarcIing practical meulOcIs for 

cryopreserving prokaryotic ancI ellkaryotic algae and (2) to 

encourage lhose 1巴sponsibl巴for，or int巴I巴stecIin， long-t巴rm

malnt巴nance01' algal coll巴ctionsto acIapt cryopl巴servalJon

ecIu月10m巴 pages/chlamy/1 998chlamy .html 

1998年5月10日-30日:第7田植物プランクトンコー

ス SeventhAdvanced Phytoplankton Course， 

Taxonomy and Systematics. (詳し くはTiij号の案内を

ご覧下さい。)

1999年6月22日-25日:第2回アジア太平洋藻類フォ

ラム

SeconcI Asian Pacific Phycological Forum，The Chin巴se

University ofトlongKong， Shatin， N.T. Hong Kong SAR， 

China (詳しくは本号の案内をご覧下さい)

1999年9月20日-26日:第2回ヨーロ ッパ藻学会議

The SeconcI ElIropean PhycologicalCongress (EPC 2)， 

Mont巴catiniTerme (Italy) 連絡先 Prof.Francesco 

CinelliDipartilll巴ntocIiSci巴nzecIell'Uomo e cIell Ambiente-

Universita cIi PisaVia A. Volta， 6; 1-56126 Pisa， Italy 

Tel: + 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，巴ーmail:cin巴Ili

@discat.lInipi.it (The first circular will be mail巴CIin May 

1998.) 

1999年9月26日ー10月1日:第8回国際応用藻学会

5義8thInternational Conlerence on Applied Algology 
(8出 ICAA)，Montecatini Terme (11叫y)，連絡先:Prof. Mario 

TrecIici， Dipartimento cIi Scienze e T巴cnologieAIimentari巴

Microbiologiche -Universita cIi Fir巴nzeP.I巴cIelleCascin巴，

27; [-50144 Fir巴nz巴， Italy Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

55330431; e-Illail: trecIici@csma.fi.cnr.it 

Iほ巴氏削chno川叫0ω10匂gl附巴凶sfor mai川nt凶am川n川川1刊川川11川nga剖rchiva川lリ1s剖tock.C口印叩n川1fel巴引1巴enc伐e 1999年 8月1 日 7 日 : 第 1叩6回国際植物会議 XVI 

1陀eg引is仙lra仙It山tIoncωos引t1凶s$50 f伽0町rp問】Ja川即a制arげr川 ipantswhose registration International Botanical Congress(St. Louis， U.S.A.)， 述給

infollllation ancI payme川 reachesthe con fer巴nceorgalllzers 先 :Secretary General， XVI IBC， c/o Missouri Botanical 

prior to February 1， 1998， ancI $75 th巴reafter.11:]い合わせ Gard巴n，1'.0. Box 299， St. Louis， Missouri 63166-0299， USA 

先 :AlexancIra Crutchfi巴IcI:e-mail:almc@mail.utexas.ecIu FAX: (01) 314-577-9589 or e-mail: ibc l6@mobot.org， You 
Department of Botany， University of Texas， Austin， TX may also consult the Web site for mor巴detailedinfollllation 

78713 T巴1.512-471-1589， Fax. 512-47ト3878 ancI to register. The acIcIress is: htゆ://www.ibc99.org 次

1998年6月2日ー7日:第8回クラ ミドモナス細胞・分

子生物学国際会議TheEighth International Conlerence 

on the Cell and Molecular Biology 01 Chlamydomonas 

Granlibakken at LakeTahoe， Tahoe Cit.y， CA.詳しい情報

は次の吋ーイ トを参照してください。http://www.swmed

ページの案内もご覧下さい)
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I 第¥[D自国的一会議.
J ぺ 16th)nternational.Bolllni()1l1Ccmgress， Saigt L()uis 

第 16回国際植物科学会議は，アメリカ合衆国ミズーリナ卜|セントルイス市で， 1999年8月に開催されます。

アメリカの植物科学関連の学会，大学等研究機関，その他の協力機構の協力を得て，準備を進めています。先

に第 l回案内を配布しましたが，関心のある方は下記へ申し出てください。また，下記のWebsiteで，詳細な情報

にアクセスできますので御利用下さい。

会議の日時:1999年8月 1-71:1 (nomenclature sessionは7月26-30EI) 

場所 .セントルイス市 America'sCentel 

Co叩ng釘re白ssのW 巴ぬbsit叫teビ:htt叩p:/，μ'/www.ibc9卯9.0印rg

連絡先 :Secretary G巴en附1巴釘r凶t

c/o Missouri Botani陀ca叫1Ga出rden，P.O.Box 299 

St. Louis， MO 63166-0299， USA 

fax: +1-314-577-9589 

t巴1:+1・314-577・5175

巴-mail:ibc l6@mobot.org 

登録やエクスカーションなどにつきましては， Websiteで調べていただくか，第2図案内を参照してください。

会議参加の補助が企画はされていますが， 開発途上国からの若手を中心に補助をする方針 だそうですから，日

本の研究者はあまり期待できないかもしれません。

第 2回アジア太平洋藻類学フォラム案内

The 2nd Asian Pacific Phycological Forum 

1999年6月22日-25日

アジア太平洋藻類学会 (AsianPacific Phycological Association)主催の標記フォラムがTheChinese University of 

Hong Kong (中国香港)で開催されます。メインテーマは "Asia-PacificPhycology in th巴21stCentury， Prospects and 

Challenges"で， i:築類を対象とするあらゆる分野の研究発表と討論が行われます。アジア太平洋地域の研究者だけ

でなく世界各地からの研究者の参加，特に若い研究者や学生の積極的な参加]が期待されています。このフォラム

に関する情報を希望される方は，次のアンケートに必要事項を記入し， 1 1月末までに下記 Dr.Put O. Ang， JI宛

に航空便， FAXまたは巴ーmailで送って下さい。(巴mailの場合には， subjectに f2ndAPPFJと記入して下さい。)

Dr. Put O. Ang， Jr 

Department of Biology 

The Chin巴seUniversity of Hong Kong 

Shatin， NT， Hong Kong 

Fax: +852-2603-5646 or 2603-5745 

e-mail: put-ang@cuhk.edu.hk 



To: The Secretariat， 2nd Asian同 PacificPhycological Forum 

lamin包悶ted加attendingthe 2nd Asian-Pacific Phycologiω1 Forum. Please send白川1巴rinforrnationω: 

SirName: FirstName: 

Address: 

Day Time Phone No: Fax No: 

Email Address: 

To help us in the initial planning， we would appreciate if you could also fill up the following: 

1 plan I would like to (please check): 

) present a talk， likely topic: 

( ) p陀senta poster， likely topic: 

) join a one-day post-meeting collection trip around Hong Kong. 

) join a 10ca1 sight-seeing tour， if available. 

) join a post-meeting diving tour to a Southeast Asian/Westem Pacific destination. 

(sug芯estedplace: 

) join a post-meeting collection trip in a Southeast Asian/Westem Pacific destination. 

(suggested place: __________  _ 

) join a sight-seeing tourωChina， South閣 stAsia or East Asia. 

My area(s) of interests: 

I will be willing to help organize a mini-symposium on 

Suggestion for Key-Note Speaker(s)， invited speakers: 

Signature: 

Date: 
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第iD回国際海藻シンホ。ジユウムのお知らせ | 
i1fni長に関する基礎分野から幅広い応用分野までの報告が行なわれる長い庇史を持つ国|祭海藻シンポジュウムが，

フィリピンのセブ島で， 1998年4月 12日から 17日のJVJ間開催されます。今回のシンポジュウムの特色は，初め

てアジアの熱帯の国で開催されることと熱帯海漆・キリンサイ養殖の主産地で，カラゲナン製造工場が集ま って

いる珊瑚礁の鳥 セブ島で開催されることです。

シンポジュウムは，基開講演として，フィリピンにおけるキリンサイ養殖と海藻工業，有用海藻の最近の分類

学の現状，発展途上国の海後バイオテクノロジーの現状が報告され，ミニシンポジュウムでは，海藻分子系統学，

海渓バイオテクノロジー，先端的海藻養殖，海藻工業の経済的インパクト，海i浪の楽~効果 (生化学) ， 海藻と 環

境，汚濁処理!の海藻バイオアクターなどのセクションがあります。このほか一般講演とポスターセクシ ョンが行

なわれます。また今回 fExhibils(展示)Jのために会場をもうけて，海藻関係の書籍，ビデオ，海藻加工製品の展

示が常設されます。

会場のセブプラザ ホテルは ， セブ烏の山の 1:1" )j~にある高級 リ ゾー ト ホテルであり 快適な時を過ごせますが，

期間中，会場とマクタン鳥のリゾートホテルとの|問にもシャ トルパスが巡行されます。ふるって御参加下さるよ

う倒l案内致します。なお EarlyRegislralionと講演要旨締め切りは 997年 12月末日となっております。

参加申 し込み ・問い合わせ先

高知大学海洋生物教育研究センター，大野正夫

(国際海藻協会日本支音I¥ljl?事:案内・参加申し込みの手続きなどのお世話を致します)

干 781・11 土佐市宇佐I1rJ井尻 194

Te1:0888-56-0462， Fax:0888-56-0425， e-ll1ail:ll1ohno@cc.kochi-u.ac.jp 

第 4回藻類学春のワ ークショップのお知らせ

五長類を対象として研究を行っている学部-大学院学生を対象に以下のワークショップを行います。

テーマ :藻場 ・海中林の生態

J明 日:1998年3月27日夕-30日午前 (3泊4E1)
講 師:前川行幸 (三重大学生物資源学部)

倉島 彰 (三重大学生物資源学部)

村瀬昇 (水産大学校増殖学科)

青木優和 (筑波大学下回|臨海実験センター)

内 容 ・浅海生態系において大型藻類の存否を支配する要因としては，光やi毘JJtなどの物理的要因と競争や動物

による摂食などの生物的要|濁がある。講義や笑習を通してこれらの要因について考え，議論することを

目的とする。

-鍋凹湾内のi楽場のスノーケ リング観察(笑習)

プロダクトメーターによる光合成測定(実習)

・海藻業上動物の観察 (実習)

.1築場・海中林の成立を支配する物理的要因について (講義)

• i.来場 -海中林における謀類と動物との相互関係について (講義)

.参加者全員の研究紹介と討論

定 員 ・約 10名。参加多数の場合には参加l人数を調整させていただくことがあります。

参加賀 :10，000円 (宿泊費 ・食費 ・懇親会実費・教材費実費を含む)

申し込み :1998年 l月 10EIまでに下記の連絡先へ手紙，ファックス，電子メールのいずれかで申し込んで下さ

い。その際，氏名・住所 ・電話・ファックスか電子メ ールの連絡先 -所属 ・学年・現在の研究テーマを

お知らせ下さい。内容などに関する電話での問い合わせは受けますが， 1:13し込みは上の方法でお願いし

ます。詳細は参加者保定後 月20日頃までにこちらからご連絡します。

参加申し込み問い合わせ先:青木俊和l干 415静岡県下回rli5・10-1 TEし:0558-22-1317， FAX: 0558・22-0346， 
E-ll1ai1: aoki@kurofune.shill1oda.lsukuba.ac.jp 
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藻類多様性の生物学

千原光雄編著内田老鶴圏刊

386ページ

定価9，000円 1997 

千原光Jjjl先生な

らびにそのl峻英な

門下生の方々によ

る藻類学:の教科書

「藻類多様性の生

物学Jが出版され
た。市i類研究者は

もとより藻類に関

心を得せる多くの

人々の待望の書ーで

ある。かつての藻

類学の教科書は，

分類学が主流で，

この分野の限られ

た研究者以外の人々にとっては，概して敷居の高いも

のであった。藻類と呼ばれるグループが，形態，生態，

さらに生理，生化学の面でも極めて多様であるがゆえ

に専門性を必要とし，そのため， 一個人または小人数

の共著による一般的な数料舎ができにくかった。それ

が，i:架類の知識の普及を阻んで、きた。本f!?は，千原先

生の広い見識と元門下生各位の11m¥!よい勉強ぶりが如実

に感じられる書物である。分類学1:199:11見も十分に網継

されているので，専門外の人が分類の記載を必要とす

るときは当分この書物を引用すればよいと思われる。

ことに藻類の系統に閲する記述は充笑しており，外国

のi楽類教科省:にも例をみない。また，形態形成や生理

学，生態学等もかなりf興味深く告かれているので，藻

類の一般的知識を補充するには十分な数料訟ーである。

ただ，生命科学が日々進展する今日，本容にES:かれた

一般的知識のいくらかは，やがて塗り変えられる運命

にある。教科書とはそのような運命にあるもので，本

書も絶対不変の知識のJl!Iとしてではなく柔軟に接する

必要がある。

ni.i~類を研究している j というとまず間かれること

は「食べられるかJということであった。「食べられな
い」というと話が白けてしまって「いいご趣味で、すねJ

ということになってしまう。そういう世の'-1"の受けと

め方が近年変わってきた。植物学会大会でも， ~:法1演を

笑験材料とする研究が，急増した。十数年前までは，1.築

類は植物界の I;I~のほうにあって ， 変わりものの存在と

して遠慮がちに陸上植物に従属していた感があった。

近年，長らく高等純物を材料としてきた研究者の多

くが， 説:S~J1に目を向けるようになってきた。 |盤上環境

に適応するためにあらゆる修飾が加えられてきた高等

植物を使うよりも，宅11先型の生物を使うことによ っ

て，生命の本質がよく見えてくるからである。さらに

陸上植物は，族主買の一系統であることから，i巣il:J'iの世

界における生命活動の多様性は， 1陸上級物の研究から

は到底見えてこない。生命の探究は，多様的な研究か

ら相来的に進歩するものであって，狭い視野において

深く研究しでも進展しないものである。

一方，地球環境問題への近年の課題として， i染類が

浮上し，j止の '~J の関心が深まったことは言 うまでもな

い。したがって， i，菜類の研究者は近年急速にl将えつつ

ある。しかし，そこで一つの大きな懸念に直而した。

%1僚には「誕生長iを9:11らない藻類の研究者が急速に地え

つつあるJということである。ある研究では，所主!Jj'{の
生命活動の多様性を:J:!J1wrしないで，画一的に市販の試
楽と同じような扱いで藻類を使っている。またある場

合は， I楽類の生活環の多様性を考慮にいれない実験系

を組んでいたり，また，材料とする諜がどのような状

態でどこに生育しているのかまったく知らないという

場合もある。そのような研究から得られた結論は当然

!日1逃いが多い。そしてもっと憂慮、されることは，この

ような論文の資読者が諜類を知らないためにそれを批

判できないことである。

いまや， i込ずJ1の専門家は，専門性のなかに閉じこも
ることなく ，各自がもっ釘l見を広く公開し，i，決類への

~j'呼を促さなければならない。

このような意味で，本書は，生命科学に携わる人お

よび関心のある人への的を射た教科書である。本干}が

他分野の研究者にも広く読まれ，ことに生命手|学の研

究室に， li込類」の辞告として置かれることを進めた
U 、。
石川依久子(ì1iJ:i~Î'バイオテクノロジー研究所)
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日本藻類学会誌「漆類」の 10巻から 42巻までのパァクナンバーを一括して，割引制ti格で限定販売します。

今回，頒布可能なセットは20組ですが，次の号については，在庫僅少のため一部コピーになります :11巻 1，

2号，19巻全号， 20巻2号， 23巻 1-3号。(20セッ トが完売となった場合，セット販売は継続でき ますが，欠号

が増える見込みです。)

l 巻から 9巻までの全号を上記セッ トと共に購入希望される方にはコピーとして提供する ことが可能です。

価格 会員 100，000円 非会員 130，000円

但し，送料別

l巻から 9巻までの全号 (コピー) 20，000 P:J 

期間 :1998年 l月 l日から一年間の限定販売とします。

学会の事務管理!の都合上， 一年と限定しますが，期間を延長することもあり得ます。また，限定期間

以降に購入を予定される方は期間内にお申し出ください。

申込み ・問い合わせ :r藻類jパァクナンバーの在庫管理をお願いしている川井浩史編集長に直接ご連絡ください。
656-2401兵庫県津名郡淡路118岩屋2746

神戸大学内海域機能教育研究センター

川井浩史 TEL0799-72-2374 FAX 0799・72-2950 kawai@kobe-u.ac.jp 

振込先 :第一勧業銀行 京都支l苫

普通口座 1333179 

日本藻類学会

または

郵便振替口座 00130ふ 360456

日本猿類学会事務局

この企画は現行の学会誌 (英文誌 -和文誌)の維持と発展のための資金援助ならびに学会誌在庫維持負担の軽

減を目的として行われるものです。会員の皆機のご理解と こ、協力をお願いいたします。

Lヂ計三.ージ開設のお知らせ:

海域機能教育研究センターのサーバーを利用させていただいて運用する予定です。アドレスは

http://www.kurcis.kobe-u.ac.jp/sorui/です。

日本藻類学会
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醸露 政.ぺ〉 学会録事 l

臨時評議員会報告

9月201:1(土)日本植物学会第61回大会終了後，*

~' I I大学内で日本深類学会の I~~I; II奇評議印会を IJi J き ， 次の

ヰ;.J長について検討を行った。(出席者は 11名)。

l英文誌出版社との契約継続について。

2学会費値上げの必要性について。

検討内容:

経kJl~

1995年度からの雑誌改革に当たり ，英文誌は

Blackw巴11社との契約のもとに出版されてきた。

Blackwell社選択の理由は，英文校閲・校正を含むこと，

海外(図諮館等)への宣伝効果が期待されること等と

岡崎に，信用ある海外出版社としては経費が比較的存Il

えられることであった。lIi，年来の円安傾向を反映して

Blackwellr:lも出版費の値上げを請求せざるを得なくな

り，これにより，学会1!!1Jとしては英文誌出版に対し，年

IIJJ約90万円の経費超過が見込まれ，これに繰越金を計

上すると，学会会音|は言|針Jこ4年後には維持不能とな

る。したがって，持ち回り評議員会において，出版社

の変更，学会費の値上げの2つの線で検討を続けてき

た。

新入会

合意事項

a. 1988年度は Blackwellと単年度契約し，1999年度以

降の契約内容を詰める(印刷所のみを変更して経

裂を削減するなど)。

b. Blackwellとの契約内容を考慮すると，他の出版社で

これと同等の経費で同等の内容を持つ契約は望め

ないという結論から Blackwellとの契約を継続す

る。

c. 1999!，:lo度から次のように会資値上げすることを提案

する

個人会員 8，0001]:J 

学生会員 5，0001工](ただし一年毎に更新する)

淘外会員 8，000円

団体会員 15，000円

賛助会員 30，000円

d以上のような値上げ額は充分ではないが，不足分に

ついては，寄付金や学会活動等で補う努力を続け

る。

bふdについては， 1998年3月に下回で開催される 日

本旅類学会第22回大会の総会で審議される予定であ

る。

会員異 動

Rin
四角形
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住所変更・勤務先変更・ 電話番号変更 会員異動
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表紙写真

本号では研究技術紹介として11¥]1妥蛍光抗体法による微小管観察の

技術を本村さんと菱沼さんに解説していただいた。表紙はその写J~

プレートから転載させていただいたものである。詳しい解説は本文

を参照していただきたい。なお，木村さん ・菱沼さんによる研究技

術紹介の続編は次号にも掲載の予定である。 (T十1.)



日本藻類学会々則

第1条 本会は日本藻類学会と称する。

第2条 本会は護学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ることを目的とする。

第3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

L 総会の開催(年I困)

2 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3 定期刊行物の発刊

4 その他前条の目的を達するために必要な事業

第4条 本会の事務所は会長が適当と認める場所に置く。

第5条 本会の事業年度はl月1日に始まり，同年12月31日に終わる。

第6条会員は次の5穫とする。
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1. 普通会員(国内会員) (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する日本に在住する個人で，役員会の承認するもの)

2. 普通会員(外国会員) (藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する海外に在住する個人で，役員会の承認するもの)

3. 団体会員(本会の趣旨に賛同する団体で，役員会の承認するもの)

4. 名誉会員(藻学の発達に貢献があり，本会の趣旨に賛同する個人で，役員会の推薦するもの)

5. 賛助会員(本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人又は団体で，役員会の推薦するもの。

第7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を会長に差し出すものとする。

第8条 1. 圏内会員は毎年会費7，∞o円(学生は5，∞o円)を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定める名誉会長を
含む)は会費を要しない。外国会員の会費は6，000円(年間)とする。会長の承認を得た外国人留学生は帰国前に学生

会費の 10年分を前納することが出来る。団体会員の会費は 12，000円とする。賛助会員の会費はl口20，∞o円とする。
2 本会の趣旨に賛同する個人又は団体は，本会に寄付金又は物品を寄付する事が出来る。寄付された金品の使途は，第

11条に定める評議員会で決定する。

第9条本会には次の役員を置く。

会長 l名 幹事若干名 評議員若干名 会計監事 2名

役員の任期は2年とし重任することが出来る。但し，会長と評議員はひき続き3期選出されることは出来ない。役員選

出の規定は別に定める(付則第1条~第4条)。本会に名誉会長を置くことが出来る。

第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の会務を行う。会計監事は前年度の決算財産の

状況などを監査する。

第11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮問にあずかる。評議員会は会長が召集し，また文書をもって，こ

れに代えることが出来る。

第12条 l 本会は定期刊行物 fPhyω10gicalRe宮町hJ及び「藻類Jをそれぞれ年4回及び3回刊行し，会員に無料で頒布する。

2. fphyco1ogica1 ResearchJ及び「藻類」の編集・刊行のために編集委員会を置く。

3. 編集委員会の構成・運営などについては別に定める内規による。

(付則)

第l条 会長は国内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める(その際評議員会は参考のため若干名の候補者を推薦する

事が出来る)。幹事は会長が会員中よりこれを指名委嘱する。会計監事は評議員会の協議により会員中から選び総会において

承認を受ける。

第2条 評議員選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区l名とし，会員数が50名越える地区では50名までごにl名を

加える。

2. 総会において会長が会員中より若干名を推薦する。但し，その数は全評員の1/3を魅えることは出来ない。

地区割りは次の8地区とする。北海道地区，東北地区，関東地区，東京地区，中部地区(三重県を含む)，近畿地区，

中国・四園地区，九州地区(沖縄を含む)。

第3条 会長，幹事及び会計幹事は評議員を兼任することは出来ない。

第4条 会長及び地区選出の評議員に欠員が生じた場合は，前任者の残余期間次点者をもって充当する。

第5条 会員が「藻類Jのパックナンバーを求めるときは各号1，750円都市，非会員の「藻類jの予約購読料は各号3瓜泊円とする。

第6条 本会則は1996年l月l日より改正施行する。
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日本藻類学会和文誌投稿案内

1.編集の方針と投稿資格本誌には藻学に関する未発表の和文論文，短報，速報のほか，総説，大会講演要旨，

藻類に関する企画および投稿記事(採集地案内・分布資料・新刊紹介・シンポジウム紹介，学会事業案内など)を

掲載します。論文および短報は和文誌編集委員会(以下編集委員会)が依頼する審査員による審査を経たのちに

編集委員長によって掲載の可否が決定されます。速報およびその他の投稿原稿の掲載の可否は編集委員長と編集

委員会で判断します。なお，編集委員会が依頼した場合を除いて，投稿は会員に限ります。共著の場合，著者の

少なくとも一人は会員であることが必要です。

11.制限頁論文は刷り上がり 10頁，総説16頁，短報4頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，超

過分については超過頁代が必要です。その他の報文，記事については，原則として2頁以内を無料としますが，編

集委員会の判断で6頁を上限として超過を認めることがあります。速報は2頁以内とします。速報は超過頁と同

じ扱いになりますので有料です。 2，000字で刷上がり 1頁となる見当です。そのほか，折り込み頁，色刷りなどの

費用は著者負担となります。

111.原稿執筆・投稿要領 原著論文および、短報は下記の様式に従って執筆し，オリジナルの原稿と図表各1組と

それぞれのコピー2組(写真を含む図版はこれを写真複写したもの。電子複写は不可)を編集委員会に提出して

ください。その他の報文については特に様式の制限はありませんが，最新の号を参照し，必要に応じて編集委員

会に問い合わせてください。また，原稿の種類を問わず，次の規則に従ってください。1)テキストファイル形式

で保存できるワードプロセッサーを用いて作成し， A4用紙に1行40字， 25行で印刷する。 2)当用漢字，新かな

づかいを使用する。 3)句読点はr，JとroJを用い， r、」ゃr.Jの使用は避ける。 4)学名と和名の使用:新種
記載や学名の使用は最新の国際植物命名規約に従い，和名にはカタカナを使用する。5)本文中ではじめて使用す

る学名には命名者名をつける。また，属と小名には下線を引き，イタリック指定をする。 6)単位系と省略表記:

SI単位を基本とします。原稿中で使用できる主な単位と省略形は次のとおりです(時間:hr， min， sec，長さ :m，

cm，J.IIII，nm，重量 :g，mg，容積:1， ml，温度:t，波長 :nm，光強度:lux，μE'm-2s-'， Wm， J.IIIIol.mヤなど)。そ
のほか，執筆にあたっては以下の投稿原稿の構成およびワープロ入力の注意の項を参照してください。

投稿原稿の構成 原著論文は，1)標題， 2)英文要約， 3)本文， 4)引用文献， 5)表と図およびその説明(英文

または和文，和英併記も可)の順にまとめてください。短報は本文の構成が異なる点を除いて，原著論文に準じ

ます。

1.標題と要約欄外見出し(和文25文字以内)，標題，著者名，所属，住所，著者名(和文)，英文標題，英文

要約 (200語以内)，英文キーワード (5-10語，アルファペット順)，著者名(英文)，宛先(英文)の順に記入

してください。

2.本文 論文は原則として緒言，材料と方法，結果，考察(または結果と考察)，謝辞で構成されます。短報で

はこれらの項目を区別せず，一連の文章にすべてが含まれるように構成してください。原著論文，短報とも必要

に応じて図(線画や写真)や表を用い，原稿中にそれぞれ挿入を希望する位置を指示してください。本文中での

文献，表および図の引用は次の例に従ってください。

-・・が知られている (Yamada1949， Yamada and Yamada 1950， Yamada et aJ. 1951)。岡村(1907，p.6) 

は，・・・-を示している0 ・・・・・の大きさには地域により明瞭な差が認められる (Table3)。

3.引用文献 本文中で引用したすべての文献を著者名のアルファベット順に列挙してください。原著論文と単行
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本，叢書中の分冊等では引用の方法が異なります。下記否両にならってください。

(単行本) 岡村金太郎1936. 日本海藻誌.内田老鶴園，東京.

Christensen， T. 1994. A1gae. A臨 onomicSurvey. AiOPrint Ltd.， Odense. (著者，出版年，標

題，出版社，出版社の所在地の順)

(単行本中の I章) 有賀祐勝・横浜康継1979.光合成・呼吸の測定.p.413-435.西淳一俊・千原光雄(編)藻類

研究法，共立出版，東京.

Drebes， G. 1977. Sexuality. p.250・283.ln: D. Wemer (ed.)百 eBidogy of Diatoms. B1ackwell Sci. 

Publ.， London (著者，出版年，引用した章の標題，同掲載頁，編者，単行本標題，出版社，出

版社の所在地のj噴)

(叢書中の分冊Krammer，K.， Lange・，Berta1ot，H. 1986. Baci11ariophyceae. 1. Teil: Navicu laceae. In:刷，H.，白rloff，

J.andHe'抑lig，H. (eds.) Susswassedlora von Mitte1europa. No.2/1. Gustav Fischer， Verlag， S佃ttgart

(著者，出版年，引用した章の標題，編者，単行本標題，版番号，分冊番号，出版社，出版

社の所在地の順)

(雑誌中の 1論文) 筒井功・大野正夫1992.和歌山県白浜産クロメの成長・成熟と形態の季節的変化.藻類40:

39-46. (著者，出版年，論文標題，雑誌名，巻，同掲載頁の順)

Yoshida， T. and Silva， P. C. 1992. On白eidentity of Fucus babingtonii Harvey. Jpn. J. Phycol. 40: 

121-124. (著者，出版年，論文標題，雑誌、名，巻，岡掲載頁の順)

4.表と図.および説明 表と図は印刷版下として使用しますので原寸大で作成してください。印刷頁は2段組み

で幅14cm，1段で幅6.6cm，縦20.4cmです。表，図ともに説明のためのスペースを含めて印刷範囲に収まる

ように作成してください。写真は光沢印画紙に鮮明に焼き付け，不要なスペースをカットしてレイアウトしてく

ださい。図や写真には倍率を示すスケールを入れ，必要に応じてレタリング用の矢印や文字などを貼り付けてく

ださい。表の罫線は横線のみを用いるようにしてください。表，閣ともに，脱落防止のためにカバーをつけ，そ

の下端に著者名，図の番号を記入してください。送付にあたっては，厚手の紙で保護してください。

IV. ワープロ入力の注意 本誌はDTP(Desk Top Publishing)によって作成されます。掲載が決定された後，最

終原稿のファイルが保存されたフロッピーディスクを堤出していただき，編集委員会ではこれを用いて印刷版下

を作成します。したがって，あらかじめ，テキストレベルでデータ互換が保障された(テキストファイル形式で

ファイルを保存できる)パーソナルコンピューター上のワードプロセッサーまたはワープロ専用機で原稿を作成

するようにしてください。 E換性が不明な場合は編集委員会までお問い合わせください。編集作業を円滑に行う

ために，原稿作成にあたっては次の点に注意してくださるようお願いします。1)学名や英単語の区切り以外には

スペースキーを使用しない。 2)段落行頭や引用文献の字下げにはワープロのインデント機能を使用する。 3)改

行(リターンキー)の使用は段落の終わりだけに限定し， 1行ごとの改行の挿入はしない (DTP編集では，改行

コードの有無で段落を判断します)04)数字とアルフアベットはすべて半角で，カタカナは全角で入力する。 5)

ギリシャ文字や独仏，北欧文字を他の文字で代用しているときは，出力原稿中に赤鉛筆でその旨明記する(例:

aをu，μをu，eをe，sをB，oをOで代用など)06)数学記号などの特殊記号をワープロの外字で使用してい
るときは出力原稿中にその旨明記する。

V.校正と別刷 校正は初校のみとします。 DTPの最終割り付けが済み次第，レーザープリンター (3∞dpi程度
の解像度)で出力したものを著者に送ります。ためし刷りですので写真等は最終印刷のイメージより劣ります。校

正はレイアウトと提出したファイルからデータ変換が正しく行われているかを確認するにとどめ，図や写真の最

終チェックは編集委員会におまかせください。校正は受領後3日以内に編集委員会あて返送してください。別刷

は原著論文，短報，総説に限り 50部を学会で負担しますが，それ以外は有料です。校正送付時に同封される別刷

申込書に所定の事項を記入して返送してください。



214 

賛助会員

北海道栽培漁業振興公社 (060札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ピル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085・04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

株式会社シ口ク商会 (260千葉市春日 1・12・9・103)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108東京都港区高輪2・16・5)

有限会社浜野顕微鏡 (113東京都文京区本郷5-25-18)

株式会社ヤクル卜本社研究所 (189東京都国立市谷保1769)

田崎真珠株式会社田崎海洋生物研究所 (779-23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井)

神協産業株式会社 (742・15山口県熊毛群田布施町波野962-1)

理研食品株式会社 (985宮城県多賀城市宮内2丁目5番60号)

株式会社白寿生科学研究所 (351朝霞市栄町3-3-7)

三洋テクノマリン株式会社 (103東京都中央区日本橋堀留町1丁目 3-17)

マイク口アルジエコーポレーション (MAC)(104東京都中央区銀座2-6開5)



(0で囲んで下さい)(入会申込・住所変更届)日本藻類学会
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JIP BIOPRESS PUBLICATIONS 
F陪shwaterAlgae: their mlcros∞picworld 
explored by Hilda Canter-Lund & John W.G. 
Lund.360即・includingover 600 pho切 raphs，
more than half in∞Iour. Price:悶9.50+問 p&p.
Hardback.ISBN: 0-948737-25-5. 

Asel釦tionof amazing ∞lourphoωgraphs of 
micros∞pic algae and their旬ngaland algal 
enemies， with a ∞mmentary 旬 DrJ.W.G. Lund. 
Reviewed舗“insp同lional"，"beaut刷 Iyproduωd"， 
円旨味quls比ephotographs" 

Algae， Environment and Human A'何ai陪
(Eds: W. Wiessner， E. Schnepf & R.C. Starr). 
2弱 pp.Price: ~9.50 + ~5 p&p. Hardback. 
ISBN: (h948737-30ー，1.

Origin副時frompapers pr'踊 ent剖 ata high-
powe陪dintemational symposium. Emphasizes the 
global impact of m剖emalgal r，鴎earchand its 
importanc唱toman. 

Algae and Symbioses: Plants， Animals， 
Fungi， Viruses， Interactions Explored 
(Ed: W. Reisser). 750 pp. Price ~65.00 +回p&p.
Hardback.ISBN: 0-948737-15-8. 

A concise and clear overview on the state of 

Diatom Re鑓 arch(Eds: K. Serieyssol & M.J. Sullivan). 
Library Price:ε70.00 +ε.5 p&p. Volumes 2-12 available. 
ISSN: 0269-249X. 

The joumal of the Intemational Society for Diatom 
Research includes papers on all aspects of cu町'ent
diatom research. The annual volume is published in加。
岡市， eachpart∞mprising approximately 200 pp. 

Seaweed Flora of the Maritlmes. 1. Rhodophyta-

The Red Algae by Carolyn J. Bird & Jack L. McLachlan. 
1n pp. including 65 pls. Price: ~9.50 +ε5p&p. 
Hardback.ISBN: 0-948737-18-2. 

Anaα別同ofr.剖algaecommon around Northem 
∞asts， t勾etherwith lavish black and white phot句raphic
iIIustration. 
“beautiful book"，“ple部 uret~ handle"， "photographs of 
ex伺lIentqualityヘ“an1m問同a~contrlb凶onto marine 
phycologyへ ー

An Atlas of British Diatoms arranged by Bemard 
Hartley based on the iIIustrations of Horace G. Barber 
and John R. Carter edit剖 byPatricia A. Sims. 
Approximately 7，000 iIIustrations. Price: ~65.00 +鎚
p&p. 601 pp. Ha凶back.ISBN: 0-948737-4ιx. 

symb陶抱加owledge，each chapter written by a I ~ u~~qu~ ∞lIection of illust雌 ionsof diatoms∞mmonin 
laading authority. I the ~orthem hemisphe開.剛伺Ii咽thevari副onof朗曲

、∞叩rehe酬 e，州ueandva凶 e∞mpendium"，叩側関・
“richly furnlshed wlth plCtures"， "a rich source of Ilt's alm-“to put working copies of drawlngs of di蜘 msinthe 
information"， "hlghly recommended to unive隠Ity旬部hersI hands of those who need a ready referen伺 sou問 fordayぬ
In Cell Biology， Blochemlstry， Botany and General I day ldentlflcation".“A splendid Atlas..... the book is beautlfully 
B10I09Y". I prlnted and produ回d，and is recomrnended with pl伺 sure."

prog開舗inPhycological Research I Algae and the Aquatic Environment 
(Eds: F.E.恥und& D.J. Chapman). (Vols 2-8 I (Contributions in honour of J.W.G. Lund， C.B.E.， 
Price:ε40.00). (Vols 9-12何回:回，9.00)+自 p&p.I F.R.S.) (Ed: F.E. Round). 460 pp. Priω:~5.00+邸 p&p
H制 ba，出.ISSN: 0167-4:お74. IHa同back.ISBN: 0-948737-06-9. 
A series of in-depth essays on current aspects of 
phy，∞l句y.
"ane~伺lIentcontributlon to algalliteratu間人“theeditors 
have done a fine job of choosing the pape隠伽
pub恥alion"，舗asupe削yprodu伺 dvolume. Anyone who 
has had the foreslght to invest in all the volurnes of the 
serie唱hasnow built up a major phycolO9lcalllbrary." 

A book full of stimulating reports of original research on 
a range o' topics of interest to phy，∞logists and 
limnol勾ists.Includes new insights into the late鋪
developments in aquatic studies. 

"Provldes a large-scale overview of algolO9Y"，“highly 
re∞mmended to all algolO9ists， hydrobiologlsts and ecologists 
worklng on freshwaters." 

Also avallable: Proceedings of the 1'3th International Dlatom Symposlum: A Gulde to Temperate Myxomy'α~tes: 
The Leeuwenhoek Legacy: Victorian Values. The Life and Tirnes of Dr Edwln Lan陶S崎r，M.D.， F.R.S.: 
Aleen Cust， Veterlnary Surgeon. Britaln's Flr割 WomanVet. 

Order direct from: 

Biopress Ltd. The Orchard， Clanage Road， Bristol BS3 2JX， U.K. 
Tel./Fax: Internationa!: (+ 44) 1179446491 



多彩な執筆陣による多角的な構成/
生態から利用までを網羅した、初の海藻読本f

21世紀の海藻資源 e 

一生態機構と利用の可能性一 ~均時
大野正夫編著

「豊かな海」の立役者であるばかりでなく、次世代の素材と

して、 いま 産業界の:最 も熱い注目 を集 める海藻資源。健康、

環境への関心の高まる中、 「海部につ いての一般書 を」と の声

に応え、遂に初の海藻読本が登場/

生態、 環境、健康、化学、工学、医療等の研究者が最新研

究成果を分かりやすく解説。今まであまり光の当たらなかっ

た多方面にわたる海藻の利用法を探る。海藻生産者、漁場造

自民・水圏環境保全関係者、応用化学 ・食品メ ーカー必読の書 !

「国藻場(寺脇利信)/流れ藻と寄り藻(新井章吾)/磯焼け(藤田大介)/国際化する海藻資源
(大野正夫)/海藻と健康・栄養(辻 啓介)/伝統的食品の寒天と新しい素材のカラギナ

ン(平瀬進・大野正夫)/海藻パルプとアルギν酸繊維の“紙"(小林良生)/カンキツ類
の生産と海藻資源(白石雅也)/飼料に利用される海藻(中川平介)/磯の香りと性フェロ

モン(梶原忠彦)/海藻から抽出されるレクチンー細胞を見分けるたんぱく質一(堀貫治)/

海藻から抗酸化性物質の生産(浪岡田左雄・松家伸吾)/海藻から抗菌性成分の探索(越智

雅光)/海藻からの抗癌活性物質(山本一郎・丸山弘子)

tJi!J:1Q 

藻の生態と藻礁
徳田 鹿・川嶋昭二・大野正夫・小河久朗編

.85判 198頁・定価:本体14.369円(税別)

本書1.:J:、天然の海てや海藻がどのような姿で生えているの
かをつぶさ に見てとることの出来る海:誕生態図鑑ていあると

同時に、人為的に投入した藻礁に如何にして海藻を生やす

か、を紹介した世界に例のない図鑑でもある。藻場造成に

かかわる方々はもちろんのこと、 海洋環境の保全に意欲と

関心をお持ちの一般の方々 にも、本書1.:J:幅広く 受け入れら
れるてやあろう。
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海藻資源養殖学
徳田 鹿・大野正夫・小河久朗編

.85判 354頁・定価:本体5.505円(税別)

海藻の資源や養殖から、;車場造成、利用法、

海外での養殖等に至るまで、実に幅広い観点か

ら初めて総括的に海藻を論じた、研究者 ・学生

・養殖業者待望の書.グ

f~-wgJ 

地球生態系と海藻/海藻の生育環境/海

藻の利用/世界の海藻資源と生産量/現

在の海藻養殖/藻場造成/海外の海藻養

殖の現状/海藻養殖の将来と展望/むすび

E盆藍重a
.消費税は別途加算されます。

干171東京都豊島区池袋2一14-4 池袋西口スカイビjレ8F
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